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電力分配回路に関す る 研究
青 井 英 治
本論文では， 分布定数論的考察 により， 線路としては一般的な任意の巻線比n : 1の非対称分布結合二本
線路の 伝送理論 に 基づいて， 分配回路の 分離特性， 分配特性等の特'性解析を行なってい る。 そして， フ ェ ラ
イ ト コ ア にエナメル線を巻き付けて変成器を構成し， 実際に分配回路を試作し実験を行ない， 理論値と比較
し考察している。 その 結果， 結合2本線路を用 いて構成 さ れ た 分配回路は， 広帯域 にわたって良好な特性を
得ることができると明 ら か に なった。
ホッ プフィール ド ・ネットワークの連想記憶シミュレーショ ン
麻 場 伸 一
ホ ッ プフ ィ ー ル ドネ ッ ト ワー ク は， 脳の “記憶" に 近 い性質を持ち， 知的情報処理に 応用できる。 本研究
ではこれを用い た コ ンビュー タ の記憶システムを構築し， 連想記憶といった人間 に 近 い動作をシミュレー ショ
ンすることが目的である。~ また， 単純な世界モデルを用意し， その中部で コ ンビュー タ はどのような世界像
を持つよう に なるか実験し， それは我 々 人間の脳の記憶方式と比較した場合どのような違い が表 れるか に つ
いて検証する。
Javaによるシーケンス制御用言語のための統合化開発環境の構築
新 井
聡
本研究室では「オ ブ ジ ェ ク ト 指向と状態遷移モデル に 基づ く シーケ ンス制御用言語Jを提案し， 本言語 に
よる開発を支援するた め の様 々 なルーツを作成してきでいる。 しかし これ ら の ル ーツの保守性や拡張性 に
お いて問題 が 生じた。 その た め， 開発言語を C か ら オ ブ ジ ェ ク ト 指向言語であ るJ ava に 変更し， 段階的設計
やイ ン ク リ メ ン タ ルな設計を基本とした再設計， 再開発を行った 。 その結果， モ ジュー ル性や保守性や拡張
性が高 く ， 操作性が良い 環境を構築できた 。
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共蒸着法 に よ る Bi系酸化物超伝導体薄膜のMBE成長
荒 川 豊 文
共蒸着法により基板温度7500Cで SrTi03( 1 00) 単結品基板上 に Bi2SrzCuOx(Bi-220 1 )薄膜を成長 さ せた 。 そ
の結果 Bi-220 1 薄膜 の 表 面性， 結品性は良 く ， ま た再現性を持ってエピ タ キ シャル成長 し て い るこ と を示 し
た 。 ま た. Si(OOI)基板上 に SrO層をバ ッ ファ層 と し て SrTi03薄膜を成長 さ せた 試料を基板 と し て用 い た場
合， その SrTi03薄膜 の 表面性に 強 く 依存 して Bi司220 1 薄膜が成長するご と をX線回折法などで明 ら か に し た。
ネマチ ッ ク液晶材料のねじれ弾性定数の評価 に 関 す る 研究
池 田
一
也
フ ッ 素系ネマチ ッ ク 液晶材料 に おけるねじれ弾性定数K22の 温度依存性 と 分子構造 と の 関係を検 討 し た 。
イ ン プレー ン電極構造の セルを用い. Kz 2をパ ラ メータ と して電庄一光透過率特性の 理論値を測定結果にフイツ
テ ィ ン グ さ せてK22の 温度依存性を導出した 。 ベ ン ゼ ン 環のメ タ 位置にフ ッ 素， パ ラ位置に シア ノ 置換基を
有する材料では， 同位置に水素あ る い はフ ッ 素の みを持つ他の 材料 と 比べてKzzの 値が異常 に大き く ，
状態の 差異を示唆 している。
ナチュラルリソグラフィ法 に よ る 真空マイクロデバイ ス の作製に 関 す る 研究
磯 田 淳 平
ÃÃ � 口
フ ィ ール ド エミ ッ タ アレ イ はフ ラ ッ ト パネルデ ィ スプレイ や高速デバ イ ス の 電子放出源 と し て実用化間近
な状況である。 放出電子密度を高 める観点か ら ， コ ー ン 密度 の 向上は必要不可欠な技術的課題であ る。 本研
究では. 0.s，..._. 1 .5[μmJ径の 微細球状スペーサを利用 し た ナチュ ラ ル リ ソグ ラ フ ィ によるフ ィ ール ド エミ ッ タ
の作製プロセスを提案 し， 素子構造及びデバ イ ス作製プロセスの 検討を行った。
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硫酸ゲ リシンの スイッチンゲ機構に関する研究
内 山 茂 樹
硫酸 グ リ シ ン(TGS) の 分極 反転途 中 に お ける 分域パ タ ー ン を ， 反 転電流波形 を測定 し たの と同じ条件の も
と で観察 し ， 反転電流 と 分域構造 の 関連性 につ い て 調 べ た 。 ま ず， 反転 電流 の波形 を Avramiの 理論 による
反転電流 の理論式 と照 ら し 合わ せて考察す る 。 次 に焦 電検 出 法 を用 い て分域パタ ー ン を観察 し ， 反転 電流 と
の 関連性 を ， ( 1) 電場印加時間 を 変化 さ せ た 場合， (2) 周波 数 を 変化 さ せた場合 に 分 け て 調べ た。
Si(111)基板上のInSb薄膜の ヘテロエピタキシャル成長
岡 本 哲 一
Si( 1 l 1 ) 基板上 に InSb薄膜作 製を 試みた。 薄膜 は組成 比 が In リ ッ チだ と 結晶性が良 く なる表面 が荒れ ， Sb 
リ ッ チだ と 表面 性 が良く な る が結晶 性 は落ちる 。 そし て 基板温度 と蒸着レ ート を 最適化 する と エピタ キ シャ
ル成長する が， 最適化し な い と多 結晶 成長する。 さ ら に蒸着 レ ート を上げるこ と によ っ て基 板温度 Ts=350
℃ でも エピ タ キ シャ ル成長が可能と な る 。 Si(00 1 ) 上 で困難だ、 っ た IsSb の エピ タ キ シャル 成長が 実現 さ れた。
ポ リパラ フ ヱ二レン 超薄膜の配向制御による偏光ELに関する研究
奥 原
徹
導電性共役 高分子で あ る Po1y(2，5-dibutoxy-p-pheny1ene) を LB 法 を用 い て薄膜 化 し ， そ の蛍光 特性及び電気
光学 的特性 を 調べ た。 発光 層 にLB 膜 を用い た有機EL 素 子 におい て 電流密度60mA/cm 2 で 発光輝度1 Ocdlcm 2 
の EL が得 ら れ た 。 偏光E Lスペ クトル の 測定 は 素 子 の劣化速度 が速い た め 測定 でき な か っ た。 吸収 と PL ス
ペ クト ル にお い て 異方 性 が発現 し た が， オ ー ダーパ ラ メ ー タ は0. 1 5 と 低 く ， LB法 単独で は偏光 EL 性機 能 の
付 与 は困難 である。
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電気的消霧 に 関 す る 研究 ー電界中における 霧粒子の振る 舞い一
加 藤 敏 秀
消霧用電極 の間隔及び印加電圧を一定 にした 時 の 電極状態の違 い (濡れ 乾燥 ) 霧の有無による電 極
間電流の変化を， 電流値及び波形を用 いて評価した 。 結果， 霧導入時は電極に水滴が付着すると コ ロナ の発
生が抑え ら れ電極間電流が減少。 霧が無 い 時は， 電 極 に 付着した水滴が ク ーロ ン力 (反発力) によって異極
電極へ飛び、電流が生じる。
短時間呈示における 最適表示色数 に 関す る 研究
河 原 智
人間の 眼は何十万色 も の色を認識できる優れ た 弁明j能を有している。 しかしなが ら ， 記憶色 あ る い は短時
間呈示 に おける色認識においては数種類 の 基本色すなわち カ テゴ リ カルカ ラ ー となる傾向が ある。 本実験結
果より基本色は白， 青， 水， 黄緑， 黄， オレ ン ジ， 赤， ピ ン ク ， 紫の9色 の カテゴ リ ーとなり， 各基本色 に
対する定量的な認識確率も明 ら かとなった。 ま たその結果は， 道路情報板等の 交通視環境整備へ の応用とし
て も 期待できる。
音響インテン シティの3次元有限要素解析
神 林 真 史
この 論文では， 3次元開領域音場 に おける複素音響イ ンテ ン シテ ィ の解析を行った。 解析には， ハ イ ブ リ ッ
ド 型無限要素を使用した 有限要素法を用い， 複数音源のある音場や， 障壁の 存在する音場の解析を行 い， 複
雑な音場 における無限要素の 有効性を検証した。 その 結果， ハ イ ブ リ ッ ド 型無限要素を用 いた解析では， ア
ク テ ィ ブ音響イ ンテ ン シテ ィ では有限領域， 無限領域と も に 十分な精度 が得 ら れ， リ アク ティ ブ音響イ ンテ
ン シテ ィ では無限領域の精度がやや落ちることが分かつた。
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Nonlinear plasma maser d riven by electron beam instability 
刑 部 太 輔
本研究 で は . 2 次元 相対論的粒子 コ ー ド を用 い て シ ミュ レ ー シ ョ ン を 行 い 高 周波 の 電磁波 が エ レ ク ト ロ
ンビ ーム不 安定 に よ っ て励 起さ れた低周波 の ラ ン グ ミュ ア波 を元 に プ ラ ズマ メ ーザ 機構 に よ り 発現する こ と
を electr'On-p'Os加 on プ ラズ マ . ele即 c佐加'On任1ト-叩nププp ラ ズマ の両 方 のケ 一 スで 示 し た。 低周波 から 高 周波 へ の励 起 はフ。
ラ ズマ メ 一ザ 機構 し か考 え ら れず， ま た ， プ ラ ズマ メ ーザ の 特徴 で ある磁場 の 必要性 も 確 か め られ た。
電動 自転車 用直 流電動 機の速度制御に関する研究
黒 谷 忠 司
ア シ ス ト形 電気自 転車 に 回 生機能 を 持 た せる こ とに よ り ， 下 り 坂 に お い て も 大き な 制 動 力 が得 ら れ， バ ッ
テ リ ー の 電 力 を 有効 に 使 う こ と が可能 に なる と 期待できる 。 本研究 で は ， 動 力源 に永久磁石式直流モー タ を
使用し ， 良好な回 生特性が得 ら れる こ と を 目 的とし て 制御装置 を 開 発し ， 模擬 試験に よ り そ の 特性 を 調べ た。
その 結果， 良好なア シスト特性お よ び回生 特性が得 ら れ， 回 生機能が無 い 場合 に 比べて効率が改善 された。
有 機電界発光 素子の発光 機構に関する研究
化 生 正 人
有機電界発光 の 再結合 ・ 発光機構 に 関する検 討課題 の 中 で， 発光層 中 で の 発光再結合位置 に 関 し て は不明
な 点 が多 い 。 本研究で は発光層膜 厚 を 変化 さ せ， 仕事 関 数 の 異 なる陰極 電極 を用 い て EL諸特性 を 測定 し ，
発光輝度の膜 厚依 存性， 陰極 材料 の仕事 関数， 発光層内 に おける電子 ・ 正孔 の挙 動を検討 し た。 再結合量 の
指数 関数的分布 を仮 定 し ， 再結合ピ ー ク 位置が注入 量割合 に よ っ て移 動するモ デルで有 機E L 諸 特性 を説明
できる こ とが わ かっ た 。
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メン タルモデルの形成 に 関 す る 研究
小板橋 淳
人 間ど う し の 対話 と 同様 に 人 間 と 計算機 と の 対話 において も 計算機が使 用 者 の状況 を 認識 し， それ を 人
間 と 計算機 と の 対話 に利 用 で き る と 考 え られ る 。 本研究では ， 使 用 者 のメンタ ルモ デル を 計算機上 に擬似的
に 表現 し ， そ の 情報 を も と に使 用 者 の作 業 を補助 す る シ ステム を構築 し そ の有効性 を 評価 した 。 メンタ ルモ
デル の 表現 には ， フ レ ーム理 論 に 基づ く 知識 表現 と推論 のた め の 機構 を 用いた 。 こ の シス テム に よ り ， 使 用
者 の 計算機 に対する 理解の度合い を把握す る こ とが 可能 と な った。
DNAモーターの電気的モデル に 関 す る 研究
越 田 陽
一
DNA モ ータ ー の構造 と 機能 を 物理 学 にお ける 力 学や電磁気学 を 用いて 解 き明かす とい う 研究は ， 生体分子
機械 の 動作原理 の解明 に つ なが る も の と 期 待 され る 。 し か し ， 一般 に 生体分子は非常 に複雑 であ り ， 力学，
電磁気学的 に 論ず る には困難が と も な う 。
本論文は ， George Oster らが作 成 した モ デル に改 良 を 加 え汎 用 性 のあ る DNA モ ータ ー モデル を作成 した。
微細形状に よ る ネマチ ッ ク液品分子の配向特性 に 関 す る 研究
小 林 耕 人
液 晶セ ル 内 の 分子配向制御 には通 常 ラピン グ法が 用い られてい るが ラビン グ レ ス 配列 や配 向 に 関す る 物
理的 考察の観点から ， 微細線端面 に よ る 液晶分子配列 に 関す る 研究報 告が多く な されてい る 。 本研究では ，
電子線 リ ソ グ ラ フ ィ で微細 線 を 形成 した 基板 を 用い ネ マチッ ク 相 にお け る 配 向特性 の検討 を 行 った。 微細
線 の 間隔が広 い 場合 には ， パタ ーン に 無 関係 に シュ リ ー レン組 織が観察 された 。 線間隔が 1 μ m以 下 で， 厚
み500Å以上 の場合 には均一な配向が 得 られ た。
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対話による言語意識獲得方式の研究
小 林 宏 教
英文解析用辞書 デー タ 構築 に 必要な言語知識 を 対象 と し て， ユ ーザ と 計算機 と の対話 に よる知識獲得 方式
を提案 した。 本方式で は 計算機は コ ー パ ス 及び言語 的特徴 を利用 し て未知 単語 に 関する言語知識の推定測及
び 新デー タ の 生成 を 行な い ， そ れ ら を も と に 適 切 な方 法 でユ ーザ に 情報提供 を 要求 し ， 新 し い言語知識獲得
を 行 な う 。 英文 テ キ スト を コ ーパ ス と した 動詞 の言語知識獲得 実験 を 行 ない ， 提案 方式 の有効性 を 確認 する
と 共 に問題点 に つい て も 検討 した 。
双円錐ホ ーンによるパル スアンテナに関する研究
小 丸 明 宏
パ ルス ア ン テ ナ と し て の役割 を 果た す ア ン テナ と し て 円錐 ホ ー ン に着 目 した 。 円錐 ア ン テ ナ ・ 二重 円錐 ア
ン テナ の 放射 電磁界 を 解析 し ， そ れぞれ の 特性インピ ーダ ン スを導 出 し ， また 実験 に よ っ てこ れ を測 定 し 実
証 した 。 円錐 ア ン テナ の給電点から の 放射の指 向性は円錐の軸方向 に あり ， 従来 のダイポ ー ルア ン テナの指
向性 と は対照 的 な特性 を持つ。 また特性イ ンピ ー ダ ン ス は 円錐 の聞き角度 に よ っ て のみ決 定さ れる。
心電図波 形の 特徴を利 用 し たその効率的記録法に関する研究
酒 井 英 生
長時間 に渡 る 心電図波形 の 解析 を 効率よ く 行 う に は コ ンビュ ー タ を用 いる 必 要 が ある 。 心電図波形の 情報
を損 な わ な いサンプ リ ン グ周波 数で 量子 化 を 行 えば記憶 デー タ 量が膨大となり ， 情 報の解析や記録装置の 容
量に対 し て大き な問題 を残す。 そこで ， 多く の 生体信号 の 圧縮符号化方 式が提案 さ れてきて いる 。 本研究 で
は心電図波形 に着目し ， その 時 間 的 ・ 周波 数的特徴 を 利用 した効率 的 な記録 方式 に つい て検討 ・ 評価を行 っ
た。
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雷鳴によ る雷道の評価に関 する研究
酒 井 英 徳
北陸地 方 の冬季雷 は大電流 で ある こ と が多 く ， 近年 の 送電事故 の 大 き な問題 とな っ て いる 。 雷雲活 動 を把
握する に は雷 放電路 の 位置 を把握する必要性がある 。 こ の 論文 で述 べる 持続時間法 と 時 間差 法 は ， 雷鳴 を利
用 する事 に よ り 放電路 の範囲 と 位置 の推 定 を 目 的 と した 方法で ある 。 こ の 音響 法は視覚 的情報か ら 確認で き
な い雲 内 の 放電路 を 再現 で きる 可 能性 と ， 電磁界 に よる 再現 に 比べ極 め て簡 単な 装 置で測 定できる 点 に大 き
な特徴 が ある 。 こ れ ま で測 定 が困難 で あ った雲 内 の 放電路 が再現で きる 可能性か ら ， 北陸冬季雷 発 生メ カニ
ズム の解明 に と て も 有効 な 観測 手段 と な り うる と 考 える。
T4ファージのシミ ュレーション に関 す る 研究
津 桝
一
美
T4-Phage の 人工生命研究 に お い て自己 組織化 の 過程 など は こ れ ま で い く つ か行われて きた 。 この論文 で は，
溶 液に浮遊 し て いる状態 か ら 大腸菌 に吸着 し ， DNA を 放 出 する ま で の過程をGoe1 と Th ompsonによ っ て考察
さ れた MFA 理論 を基 に モ デル化 し ， Wind ows上 に お い て OpenGL を用 いた3 D グ ラ フイツ ク シュ ミ レ ー ショ
ン を作 成 し て いる。 そ の 結果視覚 的 に 分か り 易 く そ の 現 象 を概念 的 に捉 え 易 く する こ と に 成功 した 。
LATGSP単結晶の強誘電特性 に 関 す る 研究
志 知 正 文
硫酸 グ リ シ ン 単 結 晶 (TGS) 中 に リ ン を ド ーピング した TGSP は TGS と 同じ多分 域状態 で あ り ， L- α ­
a1anine を ド ーピ ン グした LATG S は単結 晶全体が 単分域状 態 で ある 。 両 方 同 時 に ド ーピ ン グ した LATGSP は
単分域状 態 で ある と 考 え ら れるが， 逆 向 き に 分極した 領域 ( 1 2 1 ) が存在 し ， L- α-a1anine に よる 内部バイア
ス 電場 の 発 生 と ， リ ン に よる坑 電場の 増大お よび キュ リ ー温 度 の 低下 が 同 時 に起 こる。 また ， 不純 物 の混入
は， キュ リ 一定数お よ び、展 開係 数。 に は影響 し な い。
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画像処理によ る ヒドラを用いた生理活性物質の微量定量に関す る 基礎的研究
柴 原 章 宏
従来 よ り 知 ら れた神経 伝達 物質や ホルモ ン と は 異な る作用 を 持 つ 細胞成長 因子 と呼ば れ る 一群の 生理活性
物質が生体 内 で発見 され， 臨床 的 に治療 や診断 に 使 う 試みが始 め ら れて い る 。 細胞成長 因子の 微量定量 と し
て ， ヒ ド ラ を用 い た バ イ オ ア ッ セ イ 法 が研究 さ れて い る 。 本研究 で は ， 画像 処理 を 行 っ て ヒ ド ラ に 関す る特
徴 量 を抽 出 し ， ヒ ド ラ の行動 と 細胞成長 因 子 の 存在下 の影響 に お け る 関係 を 解析 し て細胞成長 因 子 の 濃度 を
判定する た め の 手段 を検討 し た。
NANDゲートを用いた論理回路の教育用アプリケーションに関す る 研究
常 少 英
男
筆 者 の 所属 する研究室 で は， MA 法 と呼ば れ る NANDゲ ー ト のみで 理論回路 を設 計する 手法 が あ る 。 今 回
umx の X-Window を用 い ， ユ ーザ ー イ ン タ ー フ ェ ー ス 部分 を強 化す る こ と に よ り ， 誰 に で も簡 単 に MA 法 を
用 い た 回路設 計が行 え る よ う に な った 。 更 に デ ィ レ イ を 考慮 に入 れ た タ イ ミ ン グ シ ミ ュ レ ーシ ョ ン ， ま た設
計 さ れ た 回路 の検証など も視覚 的に 分か り やす く 制作 さ れて い る の で教育用 と し て利用 する の に 最適な も の
と な っ て い る 。
水滴の帯電現象を利用した地上電界計測装置の開発
関 谷 昌 英
地上 電界 を 測 る た め に水滴の帯 電現象 を利用 し た 新 し い 電界測定法 式 を提案 し た 。 この 方式は単純 で， 高
信 頼性 ， 低コ ス ト ， そ し て雨雪 によ っ て強 く 影響 受 け る も の で は な い 。 電界 中 で の水滴 の 電荷の依 存 を 評価
し ， そ れ ら の聞 に 線形性 を 見つ け た 。 さ ら に 電荷 は， 水 量 と水平 方向 の 電界 に対す る依存性 を評価し ， こ の
方式が 電界測定器 として適用 可能 で あ る こ と を 確認 し た。 ま た 電界 計算 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン において 計算値
と 測定値 が一致 す る こ と を確認 し た。
-71一
在宅健康管理のための生計計測技術に 関 す る 研究
高 木 徹 之
家庭 内 の調度品 を利 用 した健康 計測 シ ス テム と し て ， ト イ レ を利 用 した 体重・排世 量測定 ， 浴槽 を利 用 し
た 心電図測定 ， ベ ッ ド を利 用 した 心電図測定 を行 う 3 つ の自動計測 シ ス テム を富山県高岡市 に建設され てい
る ウェル フェ ア テ ク ノハ ウ ス (WTH) に設 置 した 。 WTH に おい て若年 者及び高齢 者 を被験 者 と した滞在実
験 を 行い ， 各 生体情報 の測定 を 行 う こ とで ， デー タ 解析 アルゴ リ ズム の検 討， シ ス テム の 評価， 測定結果 に
つい て の年齢 層 間 で の差 異 に つい て の検 討等 を 行 った 。
LED電光表示板の視認特性と色光の最適表示輝度に関す る 研究
高 林 武 史
高輝 度青 色 の LED が 開 発され ， LED 電光表示板 で の フル カ ラ ー表示が 可能 と な った。 一方， 多 色表示の場
合， 色毎 に輝 度 と 見 か け の明 るさが違 う とい う 事実があ る 。 そ こ で， 本論文 では オ レ ンジ の輝 度 を 基準 と し ，
青 ， 7k ， 緑 ， 黄緑 ， 黄 ， 赤 ， ピ ン ク ， 紫 ， 白 と の見か け の明 るさ の関係 を測定実験 した 。 そ の 結果， オ レ ン
ジ よ り も 短波長側 の 色は夜 間 では低い輝 度 で も明 る く 見 え ， 長波 長側は 周囲 の照 度 に よる見か けの明 るさ の
変化が少 ない こ とが わ か った。
簡易型方向性結合器に 関する研究
田 中
威
本研究 におい ては 同軸 線 を2 本用い て方 向性結合器 を 構成 し これ を簡 易 型方 向性結 合器 と称 し て特性解
析 を 行 った。 解析 の 結果， 整合係 数K=l.O ， 位相 比D=l.O ， 漏洩係 数Mが限りな く 0 に近いとき に 分離特性，
伝達 特性， 結 合特性が も っ と も よ く な る こ とが わ か った。 また ， 同軸 線2 本 を フェ ラ イ ト コ ア に巻 き付 け て
簡 易 型方 向性結 合器 を実際 に 試作 し ， 実 験 を 行 った と ころ 中 心周波 数付 近 ま では 分離特性 も 良 く ， 理論値 と
一致 した。
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物理的な四角 形 及び主観的な四角 形の明るさ知覚に関する研究
長 徳 典 宏
カニ ッツ ァ の四角形 は数 ある錯視図形 の 中 で も . 2 種 類 の錯視現象 を 内包 する特異な図形で あるこ と か ら
視覚 研究 の格 好 の題 材 と さ れてき た。 す な わちこ の図形 を 見るこ と に よ り ， 主観 的 な輪郭 を知覚 し ， また主
観 的 な四角形 を背景 よ り も 明る く 知覚 する 。 今だ不 明 な点 の多 い主観 的 な四角形 と物 理 的 な四角形 の 明る さ
知覚 に つ い て心理物理実験及び視覚系 に 基づ い た モ デル に よる シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い ， 主観 的 な四角形 及
び物 理的な四角形 の 明る さ知覚 に つ い て検討 し た。
単相交 流誘 導反発 型磁気浮上回転シ ステ ムに関する研究
辻 貴 ー
一次側励磁回路 に集 中巻き コ イ ルを施 し た カ ット コ ア 鉄 心 の表面 に 鉄片 を 置き ， 二次導体 で ある アル ミ ニ
ウム 円盤 と の聞 にギ ャ ッ プ差 を作るこ と に よ っ て 単相 電源 に お ける 移動磁界 を作 り ， ア ル ミ ニ ウム 円盤 を磁
気浮上 ・ 回転 さ せる 装 置 を 試作 し た。 こ の 装置 に 関 し て， 鉄片 の 高 さ を 一定 に し た 場合 ( フ ラ ット) と階段
状 に し た 場合 (ス テ ッ プ) の 基本特性 の 測定， 有限 要 素 法 に よる磁場解析 を 行 い ， 高速 か つ 安定 に 回転 さ せ
るこ と を検討 し た。
濃霧中における 色光の視認 特性に関する研究
寺 田 昌 司
我々人 間 の 目の視認 特性は， さ ま ざ ま な視環境下 に お い て著 し く 変化する 。 本論文 に お い て は， 視環境条
件と して 濃霧を想 定 し ， そ の中 で の 明る さ知覚 ， 及び色光 を用 い た ラ ン ド ルト 環 に よる視角 の 変化 を 測定し
た 。 実験結果よ り ， いず れ の被 験者 に お い て も ， 赤 及び黄 色系統 の評価は高 く ， 逆 に青 及 び緑 色系統 の 評価
は 低 い と い うこ と が明 ら か と な っ た。 こ れ ら の 実験結果は， 濃霧中 に お ける視認 特性 を 考 える上 で極 め て有
用 な情報 と い える。
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コンビュー タグラ フィック スにおけるレンダ リング法に関する研究
出 口 圭太朗
3次元 コ ンビュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス は モデ リ ン グ と レ ン ダ リ ン グ と い う 2 つ の 要素 に よ っ て構成 さ れ る 。
そ の 中 で レ ン ダ リ ン グ のた め の技術と し て代 表 的 な も の に レ イ ト レ ー シ ン グ法 と ラジ オ シ テ ィ 法 が あ る 。
こ れ ら の レ ン ダ リ ング方法 の 考 え方 を説明 し ， そ れぞれ の 方法 に よ り 計算 ・ 表示 さ れた絵 を 比較 ・ 検討す る 。
さ ら にこれ ら の レ ン ダ リ ン グ方法 を 組み合わせた 方法 に よ り 計算 さ せ描 いた絵 を検討す る 。
Turbo-Codeの 特性解析 …イン タ リーパ 特性の研究
道 具 志 朗
本論文 で は， タ ー ボ符 号 の 一般形 とそれ を 構成す るた め の理 論 を 解明 し ， そ れ に 基づき タ ー ボ符 号 を 構成・
実 験す るこ と を 目 的 と し て い る 。 特 に イ ン タ リ ー パ特性 に注 目 し ブ ロ ッ ク イ ン タ リ ー バ と ス テ ッ プイ ンタ
リ ー パ の2種類 を用 い誤 り 訂 正実 験 を 行 った 。 そ の 結果， イ ン タ リ ー パ 長 が長 い 時 に ， 低 EblN。 領域 にお い
て 安定 したビ ット誤り 率 の改善 が見 られた 。
SiGe系量子井戸の作 成 とその2次元電子の電気的 特性
中 西 早 人
最近の 半導体デバイ ス ・ 集積 回路 の め ざ ま し い 進歩 は， シ リ コ ン に負 う ところが非常 に 大き い 。 そ の状況
は今後 も 変わ ら な い と 考 え ら れ， シ リ コ ン の枠 内で新 し い 分野 を 開拓 す るこ と が強 く 望 ま れて い る 。 そこ で，
我々 はヘ テ ロ 構造 に よ る Si系 デバ イ ス の 高性能化 を 目 標に ， 日々 の研究 に励んだ 。 そ の 結果. Si上 に2 次元
電 子 ガ ス構 造 を MBE 装 置 に よ り 作 成 し ， 低 温 (4000C ) Si +傾斜 型 SiGe バ ッ フ ァ 一 層 を 使用した
SiGe/Si/SiGeで約 1 ，400cm2 Ns (室 温) . 約50，OOOcm2 Ns (5 K) と い う 移動度 が得 ら れた。
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降雨の絶縁破壊現象に及ぼ す影響の評価
南 部 公 孝
落下水滴 が不 平等 電界 中 の破壊 電圧特性 に 与 える影響 を 調 べるた め ， 針対針ギ ャ ッ プ に水滴 を落 下させそ
の破壊 特性 を 評価 した 。 そ の 結果， 落 下水滴 が正電極 に落 下する場合 も し く は正電極 か ら水滴 が落下する 場
合 に の み破壊 電圧が低下する こ と がわ か っ た 。 落 下水 量 に依 存性 は無 く ， ご く わずか な水 量 の水滴 に よ って
も破壊 電圧 に 大 き な影響 を 与 える ， つ ま り 水滴 が正電極 に接触 する こ と が破壊電圧 を低下 さ せた と言 える。
Ge/Si (001) 基板上にInSb薄膜の ヘテロエピタキシャル 成長
二
津 幸 生
Ge/ Si (00 1 ) 基板上 に InSb 二段階 成 長 を 行 う と ， そ の 表面性 に は片寄 り が 生じる 。 本研究 で は ， こ の片寄
り に つ い て 調査 し ， 蒸着 面全体 に片寄 り の 無 い 一様 な薄膜 を作 成する こ と を 目 的 と し て実験を 行 った 。 そ の
結果， 表面性に お ける片寄 り の 方 向 は， 基板に か け て いる通電加熱のバイ ア ス方 向 に依 存 し て現れた 。 また ，
片寄 り を防ぐ方法のー っ と し て ， 基板 温度 に対する蒸着 レ ート を上げる こ と に よ り 凝 集 を抑 える方法は有 効
である こ と を確認 した 。
二相交流磁気浮上式 リニア誘 導 モ ータに関する研究
林 哲 也
二次導体 に ア ル ミ ニ ウム板 を 使用 し ， 二 次導体が浮上 した ま ま推 進する リ ニ ア 誘導モ ー タ を 試作 した 。 そ
の 試作 した リ ニ ア 誘導 モ ー タ を 用 い て， 励磁周波 数 と浮上 力 と の 関係 ， ア ル ミ 円盤 を用 いた推 進 力 の測定 を
行 った 。 さ ら に ， 有 限要素法 プ ロ グラム を 用 い 実測値 と 計算値 と の比 較 を 行 った 。 また ， 複数 の 周波 数成分
を合 成 した 電源 を 試作 し ， そ れ を 用 い て浮上 と推 進 の 非干渉 制御 につ い て 実験 を 行 い ， そ の有 用 性 に つ い て
検討 した 。
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呼吸， 岨暢， 嚇下運動の リズ ム聞の協調関係 とその姿勢による 影響
松 村
忠
呼吸 ， 岨鴫 ， 鴨下運 動は 生命維 持 のた めに重 要 な運 動 であ る 。 これ ら の運 動は 能幹 に 存在す る 各C PG によ
り 制御 された リ ズム運 動 であ り 協調 関係があ る 。 本研究ではこれ ら の運 動聞 の協調 関係が姿勢 でど のよ う に
変 化 する か 検 討 した 。 そ の 結 果 ， 呼吸位 相 中の鴨 下 時 点は 座位 ， 仰臥位 ， 横臥位 と比較し ， 四這 (h ead
down) では早 い位相で 生じた 。 こ の よ う な協調 関係 の 変化は ， 姿勢変化 に よ り 体 内 の筋 肉や器官の 機械的 性
質 の変化 を補償す るた め に 生じ る と考え られ る 。
ネッ トワ ークニュ ー スを対象 とした情報収集方式の研究
間 藤 真 人
ネ ッ トワ ー ク ニュ ー ス シス テム上 に 存在す る多 量 の記事 か ら 効 率 良 く 獲 得洩れ の 無 い情報収 集 を 行 う 方法
と し て， 要約 手 法 を利 用した情報収 集方式 を提案 した 。 本提案 方 式 の実 現 には 要約情報 を獲得す る 機構が必
要であ る 。 そこ で記事 の 表 層 表現 の 特徴 か ら 重 要部 を推定 し ， 要約 情報 を獲 得す る シス テム を構築 した 。 実
験 よ り こ の推定 方法の有効性 を 確認出来たが ， 要約情報 の 精度 と し ては実 用上 まだ不 十分であ り ， 今後 更 な
る 解析の必 要性が 認 め られた 。
因子分解法を 用 いた ス テレ オ画像による物 体の3次元再構 成に関する研究
三日市 康 博
本研究では2台 のCCD カメラ を任意 の位置 に設 置 し ， 撮影 した ス テ レ オ画像 か ら 対象物体 の 形状 を 測定 す
るこ と を 目的 と し て い る 。 近年 ， 3台以上 の カメラ を 用 い ， それ ぞれ画像上 の 対象物体 の 特徴 点 の 対応 関係
か ら3 次元 へ復元 す る 因子 分解 法が 発表 さ れた 。 こ の 因子分解法 を ステ レ オ に 適用 す るた め の拘束条件 を提
案 し ， ス テ レ オ画像 か ら3 次元 再構 成 を 行 う 実験 を 行 い ， 本提案 手 法 の有効性 を 確 か めた 。
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地上で観 測される電界から雷雲電 荷分布を 推定する 手法の検討
宮 野 潔
地上 数ヶ 所 の 観測電界 のデー タ か ら雷雲の 電荷分布 を推 定する ア ルゴ リ ズム を提案 し た。 こ の際 ， 電荷分
布 は点電荷モ デルで 表現 し 推 定電荷数及び反復 法 (GA 及び、ニュ ート ン 法) に よる推 定 の際 の 初期値 が電界
分布 か ら自 動 的に決定 さ れる 。 数値 シ ミュ レ ー シ ョ ン に よ り ， 初期値設 定 の 適切化 に よっ て安定な収 束解が
得 ら れるこ と ， 有効桁 数3桁 の電界測定精度で あ れば推定可能で あるこ と ， 精度及び計算時 間 の点か ら ニュ ー
ト ン法 の 方がやや優 れて いるこ と な ど が明 ら か に さ れた。
リング型ハイブ リッド 回路に関する研究
宮 村
貴
純
本論文 は4 本 の入/4 線路 の環状 に 結合 し て得 ら れる リ ン グ型はハ イ ブ リ ッ ド 回路 を 分布 定数論的 に 考察 し ，
そ の 伝送理論 を明 ら か に し た も ので ある 。 解析 に は散乱行列 を用 い て 動作減衰 量 を算 出 し て 各特性 をグ ラ フ
化 し ， 実 験 に より そ の妥当 性 を 示 し た。 ま た ， リ ング 型 ハ イ ブ リ ッ ド 回路 は進行波 と 反射波 に 比例 し た波 を
取 り 出 して 検 出できる ので ， そ の 両 者か ら回路 に 接 続 し た被測定素子 に お ける 反射係 数 を 求 める た め の 測定
方法 に つ いて 示 し た 。
色情報 と動きベク トルを 用いた動画像からのオブジェク ト抽出の検討
宮 本
剛
本研究で は， 動画像符 号化 方 式 (MPEG4) のVOP符 号化 に対する動画像 か ら の オブ、 ジ ェ クト抽 出 法に つ い
て検討 し た。 ま ず， 静止 画像 に お い て， 光の影響を 受 け た物体の ハ イ ラ イト や影 の 部分 の 過分割 を 除去 する
た め ， 物体 の色分布を近似 し た ク ラ ス タで ク ラ ス タ リ ン グ を 行 う 領域分割 法 を提案 し た。 次 に ， 領域分割法
と フ レ ーム 間 の 相 関， 動きベ ク ト ル を用 い た統合処理 を 組 み合 わ せ て動 画像 か ら オ ブ ジェ クトを抽 出 する 手
法 を提案 し た。
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可変速風力発電模擬システムに 関 す る 研究
湯 野 康 治
発電機 に 誘導機を用い た 可変速風力発電模擬システムを試作した 。 こ の システムは， 回転子回転数を誘
導電動機で コ ン ト ロー ルし， 発電機 により機械的出力を電気的出力 にし， 系統 に回生する装置であ る。 発電
制御としては， 回転数より も 低 い励磁周波数 に する こ と によって回転数の変動が あ って も 発電可能な， すべ
り一定制御を行っている。 こ の システムを用い て 風力発電 に おける フ ィ ー ル ド 試験の再現を行 い， 特性を
検証した。
画質評価尺度に基づいた画質主導型JPEG符号化の検討
吉 岡 哲 二
本研究では国擦標準であ るJ PEG符号化 に 対して情報源符号化 の 立場か ら QoS を向上 さ せるた め に， ユー
ザが必要とする画像品質で情報圧縮を行う 白 黒画像 に 対する画質主導型J PEG符号化を提案した 。 次 に ， こ
の システム に 対して再生品質 の 精度向上と処理速度 の短縮両面 か ら 検討を加 え， その 有用性を検証した 。 ま
た， パソコ ン 上 に 本 システムをソ フ ト ウ エア実装する こ とにより， ユーザー指向型画像配信 システム の実現
へ向けた検討が行な え た 。
イン クジ、工ツト法 に よ る 有機EL素子の作製とその電気光学的特性
吉 森 幸 一
有機電界発光 (EL) 素子の 作製法と し て， 現時点では先行してい る真空蒸着法の課題は低 コ ス ト 化， 大型
化， パ タ ー ン 形成が困難な こ とである。 本研究では， 伝導性透明基板上に発光層をイ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ
を用 いて直接成膜するイ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト 法 に つ いて検討 し た 。 RGB 発光素子の 作製が可能 と なり，
C540を発光材料 に用い たと き2wt% の ポ リ マ ー 濃度で7 mAlcm2 に お いて3 80cdlm2 の輝度を得た。
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マ スクパターンの熱 変形3次元有限要 素解析
夏 広 詣
電極 パ タ ー ン を 形成する た め の マ ス ク パ タ ー ン は 高 温 に さ ら される た め ， 熱変形 を 起 こ し ， 不 良品 が 生じ
て し ま う 。 本論文 で は こ の メカニ ズムを解明する た め に 有限 要 素 は り モ デル と3 次元弾性変形有限要素モ
デル を併用 する 手法 を提案 し た。 板 の は り モデル に 表裏 の 温度差 を 与 え て解 い た 結 果 を3 次元 モデル に 初期
変 形 と し て 与 え ， 板全体に 1 500C を 与 え たところ， 期待される 曲げ 変形量が得 ら れ た 。 交 点付 近 の 材質 を 変
える こ と に よ り 変形量 を小 さ く で きる こ と が分かつ た。
階層概念を 用いたインター ネット検索シ ステ ムに関する研究
金 大 申
イ ン タ ーネ ッ ト 検索 シ ス テム に階 層概念 を取 り入れ て， イ ンタ ーネ ッ ト上の 情報 の 特性 で あ る 大容量， ダ
イ ナ ミ ッ ク 性 (情報 変化 の 激 しさに分散性 など に 対応で きる 高 度検索 シ ステム 方式及びそれ を 実装 し た プ
ロ ト タ イ プモデル の 開 発 を行 い ， 新 し い イ ン タ ーネ ッ ト 検索方式 を提案 した。 情報検索 を 行う 実験 を 行 い ，
実験結果 を 用 い て提案 し た検索方式 の有効性 の 確認及び問題 点 を検討 し た。
最適例及び下位範晴化 フレー ムを 用いた動詞情報の獲得方式の研究
徐 天 歳
本研 究では ， 辞書に登録され て いな い動詞 の辞書 デー タ (文 法 ・ 意味 情報 ) を自 動 的 に獲得する方法に つ
いて述 べる。 文 法情報 の獲 得は， あらかじ め 用意 した 動調下位範時 化フレ ームを用 い て ， 構文解 析が 可能か
ど う か に よ っ て行 う 。 意味情報 の獲得 は， 共 起関係 など の手 がかり が含 まれ て いる典型 的 な テ キ ス ト (最適
例) を用いて行う 。 開 発 した 評価用 システム を 用 い て 動詞情報 の自 動獲得実験を行 い 提案 した方 法の有効
性 を確認 し た。
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ユ ーザイン タ ー フェ ー スを 用いた環境型教育シ ス テ ムの構築
越 紅
CAI と は コ ンビュ ー タ を用 い て 人 間 の 学習 を支援 する教育 シ ス テム である。 本研究 で は フ ー リ エ級 数 を教
材 と し た知 的CAI シ ス テム を提案 する。 学習 者が フ ー リ エ級 数 に 関する基本概念 及び演習問題 を 容 易 に理解
で きる こ と を 目 的 と する 。 こ の シ ス テム は四 つ の段階 ， 即ち「 導入段階J. í 適用段階J. í 定着段階J. í推 定
段階J か ら 構成 さ れる 。 Windows'95 の 環境 でVisual C++5.0 を用 い て試作 し た 。 各階段 の 学習 過程 で 他 の段
階 に行ける こ と は本 シ ス テム の特徴 に な っ て いる 。
結合 線路 形 フィル タの 特性解析
越 大 我
本研究では， 結合3 本路 線 を用 い て構成 さ れる帯 域除去特性を有する フ ィ ル タ の 特性解析 を 行 っ た。 3種
類 の 伝 送 回路網の特性 を6 端子対 回路網 の 一般 式 を用 いて 解析し た。 そ の 結果， 帯 域除去特性 を有する こ と
が理 論 的 に明 ら か に な っ た 。 こ れ ら の 伝送回路網 の 応用 と し て は， 通 信 シ ス テム や 計測 シ ス テム に おける雑
音 の 除去回路 へ の 応用 など が考 え ら れる。
有限要素法を 用いた発電 機 タ ービン羽根の振動解析
文 涛
発 電機蒸 気タ ービン羽根の 振動解析 を 目 的 と して タ ービ ン の羽根 を 二 次元弾性体平板 曲げ モデル に簡略
化 し ， この 解析モ デル に つ い て 固有振動数及び固有振動モ ー ド を 有 限 要 素 法 (FEM) を用 い て 計算 し た。 解
法 の妥当 性 を 調 べる ため 解析解の知 ら れて いる問題 に本 法 を 適用 し た ところ 理 論値 に 比較的一致 し た 振動
周波 数 と 振動 モ ード が得 ら れた。 ま た ， シュラ ウ ド に よ っ て タ ー ビ ン羽根 を 連結 し た場 合 の 固有振動数の上
昇 の様子が定量的 に 評価で き た。
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伝送 線路で構 成される方向性結合 器に関する研究
木 塔 里 甫 莫 合 買 提
本論文 に お いて は， 分布 定数回路理 論 に 基づ いて ， 結合3本線路 の6 端子対回路網 と して の 基本式 を 導 い
て い る 。 次 に ， 対称、 結合3本線路形 方 向性結合器 の 結合， 分離， 伝達 の 各 特性 を 各 端子対聞 の 動作減衰 量 に
よ って 解析 して い る 。 解析 の際 に用 い た パ ラ メ ー タ は， 整合係 数， 漏洩係数， 位相比で あ る 。 各 パ ラ メ ータ
が特性 に お よぽ す影響 が明 ら か に な っ た。 同様 に 非対称形 方向性結合器に つ いて も 解析 し て い る 。 実験値 に
対す る理 論 曲 線 も よ く 一致 し てい る 。
PWM制御負 荷をもっ三栢ダイ オー ド整流 回路の高調波 計算に関する研究
李 帆
ダイ オー ド 整流器 は， 交流電力 を直 流電 力 に 変換 して い る 。 直流チ ョ ッ パ の オ ン 時 間 と オフ 時 間 を調節 す
る こ と に よ って ， 直流 出 力 電圧が調節 さ れ る 。 本研究は， PWM (パルス幅変調) 制御 に よ る 直流負荷 を も っ
三 相 ダイ オ ー ド 整流 回路 で発 生す る 高調波 電流 を 周波 数領域で算定でき る 効率 的 な方 法 を提案 し た も の で あ
る 。 提案 法は， 整流 回路 の高調波 電流が周波 数領域で の代 数計算 に よ り 求め ら れ る 方法 で あ り ， 簡 単で よ り
速 く ， し か も 高精度 の 計算が可能で あ る 。
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放熱 基板用複合 材料の熱物性値に関 する実験的研究
青 木 修
本研究で は， Mo とCu を 組み合わせ た積層型複合材料 の 熱特性 を明 ら か に し ， 放熱基板など へ適用 す る た
め の 基礎 デー タ を 得 る こ と を 目 的 と し た。 ま ず， レ ーザ ー フ ラ ッ シュ 法 に よ り 熱定数の 温度依 存性お よび組
成依 存性の検討 を 行 っ た 。 そ し て， 三 層 試料背 面 の 温度応答 の解析解 に よ る 理論的な 熱物性値 など に つい て
そ れぞれ比較， 検討 も 行 っ た。 次 に ， 押 し棒 式測定法 に よ り 線膨張率， 線膨張係 数 の 温度依 存性お よび 組成
依 存性の検討 を 行 っ た。
焦点はずれ画像からの 形状 計測法に関する研究
浅 井 晋 平
光 に よ る 非接触立体形状計測技術 の 一方法 と し て 焦 点 はずれ画像 を用い る 方法 が あ る 。 焦 点 が はずれ た
複数 の 画像 か ら 合焦 点測度 を 求 め ， そ れ か ら 合焦 点位置 を 求 め る ことで 物体表面の三次元位置 を同 定 し ， 物
体形状 を 得 る こ と がで き た 。 適切な合焦 点測度 など の 各 種測定条件 が明 ら か に な り 複数画像聞 の 対応点 の
問題 や測定不 能点 に 対す る 処理方法など に つい て検討 し た。
セレ ー テッド フィン付管群の熱流動 特性
五十嵐 正 男
フ ィ ン付管群 の 性能評価 に あ た っ て は， フ ィ ン の 種類や， 管群 配列 に 関 し て も詳 細 な比較検討が必 要 であ
る 。 本研究 で は ， 伝熱性能向 上 の た め フ ィ ン の 形状 を 変 え たセ レ ー テ ッ ド フ ィ ン付管群 の実 験 を同 一サイ ズ
の ス パ イ ラ ル フ ィ ン付管群 と比較 し な が ら 信 頼性 の保 証で き る 基本デ ー タ を取 得 し た 。 こ の 基本デー タ を
も と に し て， フ ィ ン形状や管群 配列 が フ ィ ン付管群 の 熱流動特性 に お よ ぼす影響 を把握 し ， 実 験相 関 式 を 作
成 し た。 ま た ， 既 存 の 熱流動相 関式 と も比較 を 行 っ た。
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スイッチ ト・アライ バル・シ ス テ ムのカ オ ス制御
市 川 智 昭
カ オ ス の 発生する 非線形 シ ス テム で ある ， ス イ ッ チ ト ・ ア ラ イ バル ・ シ ス テム (SAS) に つ い て ， 大阪 大
学 ・ 潮助教授 に よる カ オ ス 制御 法 を 数値実 験 に よ り 解析 し ， 目 標 軌道 に乗る ま で の収 束 時 間 を 求 める こ と で
そ の 有効性 を確認 し た。 収 束時 間 に は， カ オ ス 的 な複雑 さ が見 ら れる 。 ま た 潮 式 の 制御方 法 を改良 し た 制
御方法 を提案 し ， そ の収 束時 間を調べ潮 式 と 比較 し て実際ど の程度 の改善 が達 成 さ れ た か を検証 し た。
線接触ハイポイドギヤ歯面の接触に関する弾性学的考察
稲 谷
正
志
歯車歯 面 の か み あ い 性能や歯 面強 度 を 考 える 場合， 共役歯 面 間 に 生じる瞬 間接触 線 の 特徴 や瞬 間接触 線上
の歯 面 の主 曲 率， 主 曲率方 向 の 位相差 など を明 ら か に し な ければ な ら な い 。 本論文 は， ハ イ ポイ ドギヤ のか
み あ い条件 よ り 歯 面上 を 移動する瞬 間接触 線 を 解析的 に 求 め ， ハ イ ポ イ ドギヤ の代 表的歯 面 で あるねじ れ 面
を 対象 と し て ， 歯 面上 の 各種歯車 要素や歯 面 要 素 算 出に必要な 関係 式 を 導 き 出し ， 瞬 間接触 線上 に お ける こ
れ ら の 要 素 の 変化 の様子 を明 ら か に し た。
GAを 用 いたファジィ制御 器の設 計 とその研削切断 機 への 応用
大 矢 勇 人
研削切断 機 の よ う な外 周刃 を用 いた 精密切断 ・ ス ラ イ ジ ング 加工 に お い ては プ レ ー ド の弾性 変形やプ レ ー
ド自体 の偏摩耗に 起因する研削 精度 の低 下 が問題 と なる。 ま た ， 高度な自 動化 へ の 要望が高ま っ て いる研削
加工 に お い て， 柔軟 な対応が可能な研削 加 工 の自 動化 シ ス テム の 構築 が不 可欠 で ある。 そ こ で本研究で は，
研削 状態 を リ ア ル タ イ ム で監視 し ， 精度， 能率の 最適化 を はかる た め ， 遺伝的 ア ルゴ リ ズム に よ り フ ァ ジ ィ
制御器 を設 計する。 そ し て， こ れ を 用 い て 送 り 速度 を 連続的 に変化 さ せ， 高精度な ス ラ イ ジ ン グ 面 を 生成す
る研削加工の自 動化 シ ス テム を 開 発 し ， そ の有効性 を検討する 。
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起上がりこぼ し型跳躍移動 機 械の駆動制御
小 原 啓 志
起上が り こ ぼ し の 原理 を姿勢 制御 に利用 し た跳躍 移動機械 の移動実 験 を 行 った 。 無制御で も自然 に 起 き上
が る 特徴 を利用 し姿勢 制 御 に 容 易 に し つ つ ， 跳躍機械 に お い て問題 と な る 倒れ と い う状 態 を な く し た。 ま た ，
そ の 内部重 心 を 移動 さ せ自 ら 本体 を傾 け跳躍 す る こ と に よ り 移動す る 。 連続跳躍 時 に お け る跳躍 の タ イ ミ ン
グは電磁 シ リ ン ダ 内 部 に 発 生す る 誘導起電 力 を用 い て行 い 特別 なセ ンサ類 を 必要 と し な い 。
高速気液 二相流の発達領域における流動 特性
金 田 仁 介
本研究で は， ア ブ レ シ ブ ウォ ー タ ー ジ ェ ット の 発達領域 (気液混 合直後 の 領域) に お け る 高 高速 気液二相
流 の 流動状 態， す な わち液相 と 気相 の速 度変化 と 圧 力分布 を 予測す る 手法 を 確立 す る こ と を 目 的 と す る 。 そ
の 手法 を確立 す るた め に速 度変化 を 予測 に 必要 な ボ イ ド 率お よび圧 力 を実 験 的 に 調べ る と と も に ， 得 ら れた
ボイ ド 率 と 圧 力 を 基 に 数値解析 に よ り 圧 力 分布 の 予測 に 必要 な摩擦損失係 数巳 を 算 出す る 。
SCM440鋼の腐食疲労強度に及ぼ す各種 表面改 質処理の 影響に関する研究
加茂川 大
低合金鋼J IS SC M440鋼 に PVC 法 に よ る TiN被覆処理 ， プ ラ ズマ光輝窒 化処理 (イ オ ン窒 化処理 ) . プ ラ ズ
マ光輝窒 化処理後. TiN被覆処理 の 複合処理 お よ びガス窒 化処理 の4 種類の表面改質処理 を施 し た 試料 を用
意 し ， こ れ ら 各 種表面改質処理 材 の ア ノ ー ド 分極 曲線測定法 に よ る 静 的耐食性 評価並びに3 %NaC l 水溶 液中
に お け る 腐食疲労 試験を行い ， 腐食疲労強 度 に 及ぼす各 種表面改質処理 の影響 に つい て検討 した 。
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アルミニウ ム合金の疲労強度 特性に及ぼすアル マイ ト処理の 影響に関する研究
小 林 弘 和
ア ル マ イ ト 処理 を施 し た ア ル ミニ ウム 合金の疲労強度特性 を 明 ら か に するた め に A2014-T6 お よ び A6 1 5 1 -
T6 に ア ル マ イ ト 層 を約3 μ m被覆 し た試験片の片 振 り 引 張疲労 試験 を 大 気 中で行 っ た。 アル マ イ ト処理材の
疲労強度は未処理材 に 比較 し て20""30 %減少するこ とが 明 ら か と な り ， こ れ は疲労過程 中 に 基材の 変形 に伴 っ
て 生ずる ア ル マ イ ト 層の割 れ に よ っ て基材のき裂 発 生 を早 める た め で ある 。 ま た， 基材強 度の違 い に よる ア
ル マ イ ト 層 の割 れの影響 に つ い て も 検討 し た。
AI-Si合金の砥石切断性に及ぼ す送り速度の 影響に関する研究
佐 藤 雅 彦
本研究 で は， 加工精度お よ び加工能率の 向上 を図るこ と を 目 的 と し， 難削材 と さ れる 過 共晶 Al・ 17 % Si 合
金 を， 連続外 周刃砥石研削切断 機 にてGC砥石 を用 い 切断 を 行 い， 砥石 切断 性 に 及ぼ す送 り 速 度の影響 に つ
い て切断抵抗 ， 単位面 積当 り の 比切断抵抗， 仕上げ面形 状， 仕上げ面 あ ら さ， SEA 観察か ら 考察 し， 加工精
度 と 加工能率が向上 できる と 考 え ら れる 送 り の速 度の 制御方法で切断 を 行 っ た 結果， 加工 精度で約 1 9 %， 加
工能率で約30 %の 向上 を達 成 し た。
液中泳動 マイク口口ポッ トの要 素開発研究
杉 本 智 博
液 中泳 動 マ イ クロ ロ ボ ットの開発 を目指 し， 駆 動 メ カニ ズム と し て， 従来か らの鞍形 板ばね を小 型化 し，
駆 動 アク チュ エ ー タ と し て形 状記憶合 金線の 加 熱一 冷却 での 非対称 動作 を利用 した 。 この鞍形 板ばねに 非対
称形 状の脚先 を取 り 付 け， は いず り 型微小走行機械と し て乾摩擦面， 完 全 液 中に て は いず り 移動実験 を 行 っ
た。 ま た， 魚 な どの泳 動原 理 を模倣 し た微小ひ れ機構 を 試作 し， 前述の駆 動 メ カニ ズム に取り付 け， ひ れ機
構 に か かる抵抗 力 に つ い て考察 し た。
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アルミニウ ム合金粉末のECAP固化 成形によるミク口 組織 と機 械的性 質の改善
竹 内 孝 之
ア ル ミ ニ ウム合金粉 末 の 固化成形 と ミ ク口 組織微細化 を 目 的 と し ， 新規 に Single 及び、 Double Angle ECAP 
法 の 適用 を検討 した 。 そ の 結果， 両 方法 に お い て充分な成形体密 度 と硬度が得 ら れた 。 本実 験では ， さ ら に
ダイ の 形状， 繰 り 返 し 数及び ECAP 加工時 の 回転角 の影響等 を 成形材 のビ ッ カ ー ス硬 さ 測定， TEM ミ ク口組
織観察及び高温圧縮試験等 に よ り 評価 した 結果 成形体は 高速超塑 性 的挙 動 を 示す事 が判明 した。
改 質アルミニウ ム合金の耐摩耗性 および 機 械加 工性に関する研究
竹 内 芳 徳
本研究では ， 5 種類 の実用 Al 合金 に 対 し 電子ビ ーム溶 融法 を用 い て， Cu添 加量 を 変 え て改質 を 行 っ た 。
こ の母 材 と 1 5種類の改善 材 に 対 し て， 硬 さ 試験， 摩耗 試験 を 行 い ， 改質 の効果 を検討 した。 また ， 向 材料 に
対 し穴あ け加工 と フ ラ イ ス 加工 を 行 い ， そ の加工性 に つ い て も 検討 した。 そ の結果 いずれ の合 金 に お い て
も C u添 加 量が多 い ほど ， 硬 度は上昇 し ， 耐摩耗性 も向上 した 。 し か し ， 機械 加工性 に お い ては ， あ る添 加
量範囲 で良好な結果 を 示 した。
自励 オン オフ駆動制御される多足補助型跳躍マイクロロボッ卜
舘 研 一
自励 オ ン オ フ駆 動制御 を用 い る こ と で， 次 の 特長 を有 す る多足補助 型跳躍 マ イ ク ロ ロ ボ ッ ト の 繰 り 返 し跳
躍 (ホ ッピ ン グ) を 可能 に した。 1. 振動系 を構成す るため ， 本体 が着地 の際衝撃 を 受 け に く い 。 更に繰 り
返 し跳躍 を行う際 には ， 沈 み込 み に よるばね の位置エネ ルギ ー を次 の跳躍 に利用 で き る 。 2. 内蔵 さ れたひ
ずみゲ ージ をセ ンサと し て用 い ， 本 体 と脚 部 の相 対変位を得 る こ と で跳躍 機械 の運 動 を 求 め るた め ， 物理的
な絶 対位置測定腕 が必要無 い。
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水を含む微 細多孔構 造粒子充填層の凝固融解に関する実験的研究
田 中 達 也
微細構造多孔質粒子 (吸着剤 ) はその 特性 よ り 凝 固 ・ 融解現象 に何 ら か の影響 を 与 え る と考 え ら れ る 。 そ
こ で， 本研究 で は ， 吸着 相 互作用 の水 の凝 固 ・ 融解へ の影響を明 ら か に するこ と を 目 的 と し ， そ のあ し がか
り と し て現象を 一次元問題 と し て簡 単化 し ， 含水多孔質粒子充填 層 の凝 固 ・ 融解実 験 を 行 い ， 実 験値 と 解析
解 に よ る 生成 さ れ る凝 固 ・ 融解層 の 厚 さ と 時 間 と の 関係 の 比較 よ り 微細構造多孔質粒子 の影響 を検討 す る も
の で あ る 。
摩擦熱 測定による 時効損傷の評価に関する研究
谷 口 政 磯
エ メ リ ー紙 を 一定荷重 で 押し つ け 回転 さ せるこ と に より発生す る摩擦 熱測定 に よ っ て 材料損傷 を 評価す る
新 し い 手法 を 開 発 した 。 温度973K， 時効時間50-200時 間 の 時効損傷を 与えた Cr-Mo-V 鋳鋼 を用 い て ， 本手
法 に よ る摩擦 熱 と 時効損傷 の 関係 を 検討 した 。 その 結果， 時効損傷の 増加に 比例 し て摩擦 熱 も 増加す るこ と
が明 ら か と な った 。 単位面積 あた り の 発熱量 (熱流束) を パ ラ メ ー タ と し て 時効損傷 が定量 的 に 評価でき ，
且 つ ， 結晶粒界の析出物 の 量 を推定するこ と が可能 と な った。
デジタル コン トローラによる静圧気 体スラ ス ト軸受の特性改善
天 日 崇 介
静 圧気体スラ スト軸 受は軸 の荷重変動無反応特性 を有す るこ と が求 め ら れ る 。 しか し 荷重変動の作用 場所，
大き さ を 計測す るこ と は困難な 場合 が あ る 。 そこ で最小 次元状 態観測器 の 構成法よ り 軸 変位 と 可変絞 り すき
ま か ら 荷重変動 を推測す る オ ブザ ーバ を設 計 し ， 柔軟 な対 応 が 出来るデ ジ タ ル コ ントロ ー ラ を構成 した 。 こ
れ を使用 し て軸 変位 を改善 す る軸 受系 を 構成 した 。 周波 数特性に よる検討で は コ ント ロ ー ラ が気体軸受 の
特性改善 に有効で あ るこ と が分かつた 。
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ダイ マンドレルによる矩 形中空押出し 材の内径寸法 精度の改善
戸 上 勝 彦
ダイ マ ン ド レ ル方式は ア ル ミ ニ ウム 合 金 中空 材 の 成形 に 一般的 に用 い られ て い る 方法 で あ る が， メ タ ル を
一旦 分割 し 再び圧着 接 合 し な ければ な ら な い為 ， 寸 法精度 に 大 き な影響 を 及ぼす。 そ こ で 成形 の難 し い 肉厚
差 の 大 き な 矩形 シ リ ン ダー の 押 出 し で， ダイ マ ン ド レ ル の スト レ ートポ ート孔形状 の 変化お よ びマ ン ド レ ル
の 長 さ を 変化 さ せ る こ と に よ り ， 押 出 し 材 の寸 法精度 に お よ ぼす影響 を 調べ， 中空 部 の真 円 度 の 向上 を図 っ
た。
アルミニウ ム合金の腐食疲労 過程におけるピッ ト 成長特性 と電気化 学的検討
中 田 博 幸
本研究では， ア ル ミ ニ ウム 合金20 1 7-T4材 を供試 材 と し . 3 %NaC l溶 液 に て片 振 り 引 張 り疲労実 験 を 行 い ，
腐食疲労 過程 の 連続観察か ら ， 腐食ピ ット の 発生， 及び成長特性 を 調査 した。 そ し て ， これ に 及ぼす負荷応
力 ， 即ち 応 力 変動 と 最大 応 力 値 の影響 を明 らか に した 。 同 時 に ， 腐食疲労 過程 の腐食 電位， 及び腐食電流密
度 の 経 時変化 を 調査 した。 そ し て， 以上の 観察結果 を基 に ， ピ ット 成長特性 の 理論的背景 に つ い て考察 を加
えた。
カ オ ス・ア トラク ター を利 用 した秘匿通信シ ステ ムの解析
西 端 忠 之
2 次元の カ オ ス力 学系 の典 型例 で あ る エ ノ ン写像 を用 いた秘匿通 信シス テム を取 り 上げ ， コンビュ ー タ シ
ミュ レ ー シ ョ ン に よ る 分析， 考察 を行 う こと で， 本 シス テム の特性 を解析 した。 具体的 に は， 秘匿 性 の検証，
同 期 時 間 の 算 出， 初期状態 の 算定， 情報 信 号 の 変調率 と 平均 同期 時 間の 関係 の 調 査 を 行 った。 さ ら に は， 別
の カ オス ・ アト ラ クタ ー を 有す る3次離散時間 シス テム を用い て， 秘匿通 信 シス テム を実際 に設 計 ・ 構築 し ，
そ の特性 に つ い て も 同様 の解析 を行 った。
- 88 -
アルミナセラミックスのクリープフィード研削性に及ぼすツルーインゲの効果に関する研究
延 野
貴
俊
本研究 で は ， GC 砥石 を用 い て 結 合剤 の 異 なる3 種類 の ダイ ヤ モ ン ド砥石 をツ ルー イ ン グし ， そ れぞれ の
ダ イ ヤ モ ン ド砥石 に 対 し て砥石 表面 あ ら さ ， 真 円 度 の 観点か ら砥石校 正 の た め の 最短所要時 間 を 求 め た。 さ
ら に ， 校 正後 の砥石 を用 い ， 純 度 の 異なる3 種類 の ア ル ミ ナセ ラミ ッ ク ス に 対 して ク リ ー プフ ィ ー ド研削を
行 っ た結果， レジ ノ イ ドポ ン ド砥石 の研削抵抗は 最大40 % ， 研削抵抗 比 は約3 0 %減少 し ， 材料 除去性 が 向上
し た。
V 形14気筒 機関の 起振 モーメン トに関する研究
服 部 功
自 動車用 機 関 は多 気筒化 と V形 化 が進 め ら れ， 現在 で は乗用車 機 関 と し て は V形 1 2気筒が最も 気筒 数 の多
い 機 関 と な っ て いる 。 本論文 で扱 う V形 14気筒 機 関 は ， 舶用 機 関 と し て は実用 さ れて いる が， そ の詳細 に つ
い て は明 ら か で は な い 。 そこ で V形 1 4気筒機 関 の 気筒 配列 論や機関 に 有効な パ ン ク角 を ， 機 関 に 発 生する 起
振 モ ーメ ント と の 関係 に お い て明 ら か に し ， 上記 機 関 の 振動削減条件 と乗用車用 実機 と し て の 可能性や問題
点 など に つ い て明 ら か に し た。
SiC粒子強化アルミニウ ム基複合 材料の高速 超塑性 特性
花 井 哲 治
本研 究 にお いて 行 っ た 高温圧縮試験 の 結果 か ら ， い ずれ の 複合材料 の 製造方法 に お い ても 適切 な 温度 に よ
る予加工 の付 与 に よ り ， 高速超塑 性 的挙 動 を 示すこ と が でき た。 ま た SiC 粒径 に よ ら ず， 2024Al の 固相 線温
度付 近 の 試験温度 に おい て m値 が0.3以上の高い値 と な っ て お り こ の 時 の ミ クロ組織は等軸な微細 結晶粒組
織 と な っ て い た。 しき い 応 力 ， 有効応 力 を 求 め 変形 機 構 の 判別 を行 っ た結果か ら ， 転位運動 に律速 さ れた粒
界すべ り に よる も の と 考 え ら れた。
一一 89 一一
液体支持櫛歯 面を 用いたソー ス・シンク駆動進行波型 リニア フィーダ
幅 栄 樹
従来搬 送困難 で ある と さ れて いる 柔軟物や軟粘体が搬 送可能な フ ィ ー ダ の 開 発 を 目 指す。 本研究 で は ， 薄
い膜面 を 液体で支 持 し た 柔軟 な波 動面 を搬 送面 と し て ソ ー ス ・ シ ン ク駆 動 に よ っ て ， 波 長が短 く ， か つ 大
振幅 の進行波 を 発 生 さ せ搬 送困難 物 の搬 送 を 行 う 。 搬 送面 の薄膜 の 正面 に 質 点 を等 間隔 の櫛歯状 に付 加 した
フ ィ ー ダー を 試作 し た 。 搬 送面 の形 状や進行波 の波 長 ・ 振幅 を 変 え て搬 送実 験 も 行 っ た。
高速 フレー ム溶射法によるWC/Co溶射被覆鋼の フレッ ティンゲ疲労 特性
挽 正 治
高速 フ レ ーム溶射 法 に よ り 耐摩耗 性 に優 れ た WC/Co を溶射 し た NiCrMo鋼 の フ レッテ ィ ン グ疲労 試験 を行
い ， 接 線 力係 数およ び相対 す べ り 量 の 計測， さ ら に詳細な破 面お よ びフ レッテ ィ ン グ面 の観察 を通じ て溶射
被膜 が フレ ッ テ ィ ン グ疲労 特性 に 及ぼす影響 に つ い て検討した 。 そ の 結果， 溶射 に よ り フ レッ テ ィ ン グ疲労
強 度 が30'""40%改善 さ れる こ と が認め られ これ は 接 線 力係 数 の 低下 に起 因する も の で ある こ と が明 ら か と
な っ た。
だ円振動子対列で構 成される 線毛群型 リニア マイクロ フィ ーダ
日 南 敦 史
独立 し た振動子 に よる フ レ キ シ ブルな フ ィ ー ダ を 開 発 した 。 だ 円 振動 を 発 生する ル ー プ状 の 振動子 に よ り
フィ ー ダを 構成する 。 搬 送面 が平坦に 振動する ルーフ 部 を 試作 し ， 基礎実 験 を 行 っ た 。 ま た ， 有 限要素 法 に
よ り 振動子 の 動 的特性 を明 ら か に し た。 さ ら に . 2個 一組 と し た 振動子対 を用いる こ と に よ り 駆 動系 の簡 易
化 を図 り ， 振動子対 を用 い た フ ィ ーダ に よる搬 送速度の 測定及び， 搬 送の応用 を 行 った 。
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電気 粘性流 体の 回転体まわりの流動 特性 と回 転機器への 応用
古 川 健 作
回転二重 円 筒型粘度 計 を改 良 した実 験装置 を用 い て ， 各 種パ ラ メ ー タ (ERF の 濃度， 電極 間隔 など ) の影
響 に つ い て の 粘度特性， 電流密 度特性 を 調べ， 本研究で用 いた ERF の 流動特性 を 明 ら か に す る 。 さ ら に ， そ
の 特性か ら ク ラ ッ チやブ レ ー キ な ど の 応用 の 基本型式 と な る 回転 円 板 を 持 つ実験装置か ら 得 ら れ るト ル ク を
予測す る 方法 を 導き ， 比較， 考察 を 行 う 。
超高分子量ポ リエチレンとセラミック ス聞の摩擦摩耗 特性
前垣内 智 章
人工 関節 に 使用 さ れ る 化学的 に安定で， 機械 的強 度 に優 れた 超 高分子量ポ リ エ チレ ン と ， 人工関節 材 と し
て注 目 さ れて い るセ ラ ミ ッ ク ス 間 の摩擦摩耗 特性， 及び両 材料聞の適 合性を 検討 した 。 試験機は ， ボ ール オ
ン デ ィ ス ク 型摩擦 試験機 を 使 い ， タ リ サ ー フ 組さ 計 に よ る2 次元断面形 状， 表面 の 金属顕 微鏡写真 . SEM 
に よ っ て比較検討 した 。 そ の 結果， 摩耗 特性 の良い順 は， 窒化ケ イ 素セ ラ ミ ック ス ， ジ ル コニ アセ ラミ ッ ク
ス ， ア ル ミ ナセ ラ ミ ッ ク ス で あ った 。
12Cr鋼の高温低サイクル疲労強度特性に関 する研究
松 田 貴 之
結晶粒 径 の 異な る2 種類の 1 2CrlMoV鋼および 1 2Cr3 . 5CoWMoVNbN鋼を用 い て 高温低サ イ クル疲労 試験 を
行い ， 疲労強 度特性 に 及ぼす 微視組織 の影響 に つ いて検討 した 。 そ の 結果. 1 2CrlMoV鋼 は結晶粒 の粗 大化
に よ り 疲労強 度が低下す るこ と が 明 ら か と な っ た 。 1 2Cr3 .5CoWMoVNbN鋼 の 場合， 繰返 し ねじ り 条件 下 で
はき裂が 大き く 屈 曲 し な が らモ ー ドE 方向へ 伝ばするた め . 1 2CrlMoV鋼よ り も 高強 度 と な るこ とが 明 ら か
と な った 。
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トポグラ フィ破 面解析による 表面改 質鋼の内部疲労き裂伝ぱ挙動
水 野
聡
表面改質処理を施 し た合金工具鋼 SKD6 1 と 焼結高速度鋼 HAPIO の 内部疲労き裂 の 伝ぱ挙 動 を明 ら か に する
た め に ， 破 面 の 三 次元トポ グ ラ フ ィ 情報 を用 い て破 面 の再 構築 を 行 い ， コ ンビュ ー タ ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
(FRASTA法) に よ っ て検討 し た。 ま た， TiN被覆 材 と プ ラ ズマ光輝窒 化処理後 TiN被覆 処理 を施 し た 複合処
理材の破 面 を 解析する こ と に よ り ， 内部き裂 の進展挙 動 に 及ぼ す表面改質層の影響 を検討 し た。
半連続押出し加工におけるビレッ ト 表皮層の挙動
安 井 崇 博
本研 究で は 生産性 の 向上を 目 的 と して「 半連続押 出 し 法J を提案 し 押 出 し加工 に お い て悪影響 を 及ぼす
原 因 と さ れる表皮 層 の挙 動 に つ い て 6 063合 金 の外 周に 表皮層 に 見立てた 3003合 金 を被覆し たビ レ ット を用
いる こ と に より モ デル実験を 行 い、 各 押 出 し条件 に よる影響 及び 通 常用 い ら れるFlat形状 の ダ ミ ー ブ ロ ッ
ク に加 え て， 凸形状 の ダ ミ ー ブ ロ ック が表皮 層 の挙 動に及 ぼす影響を調査 し ， 半連続押 出 し の有効性に つ い
て検討 し た。
スタッガード配列スパイラル フィン付管群の渦発生特性
矢 田 心
吸込み型の風洞 実験装置 内 にス タッ ガード 配列 のスパ イ ラ ル フ ィ ン付管群 を挿入 し たテ ストセクシ ョ ン ダ
クト を取付 ける 。 空気 を流し ， フ ロ ー ノ ズル で ノ ズル差 圧 を ， 管群後流部で放 出 されるカ ルマ ン渦の圧 力 変
動 を 計測する 。 圧力変 動 は圧 力トランスデュ ーサ に よ っ て 電圧 に 変換 し FFT機能付 デジタ ル電圧測定器で
F T解析する こ とに より渦 の 発 生周波数 と音圧ス ペ クト ラム を 算 出する。 計測 し たデ ータ を 解析し流速， ス
ト ロ ーハ ル数等 を 求 め管群 の 配置形状 の影響 を 調べる。
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転がり すべり接触を 受 ける被覆半無限 体界面き裂の干渉効果および分岐 特性
山 内 伸 恭
近年 ， 耐 熱性や耐摩耗 性 な ど の 目 的 で被覆 材が積極 的 に利用 さ れて いる 。 本研究では ， 転が り すべ り 接触
を受 ける被覆 半 無 限体界面複数き裂 及び 分岐屈折き裂 の応 力拡 大係 数及 びエネ ルギ ー 解放 率 を解析 し， き裂
の干渉効果及び分岐 特性 に つ い て検討 し た。 実際 に 各種ト ライ ボ ロ ジ材料 が表 面 に コ ー テ ィ ン グ さ れ た 場合
につ い て ， 摩擦係 数や熱流入並び に被覆厚 さ の影響 を 数値 的に 調 べ， 干渉 効果 による 界面 方 向 へ の 進展や分
岐屈折 進展， お よ び両 者 の 比較 に つ い て検討 し た。
誘 導起電力を 用いた跳躍移動ロボッ トの駆動制御
吉 永 和 治
他 の 移動方法 に 比べ高速 移動 お よ び障害物 の乗 り 越 え が よ り 安 易 である と 考 え ら れる跳躍 移 動 の 研究 を お
こ な っ た。 こ れ ま で の研究 で は， 連続跳躍 を お こ な う た め に さ ま ざ ま なセ ンサ を 必要 と し た た め ， 比較的大
き な跳躍 ロ ボ ット し か 存在 し な か っ た。 そこ で， 電磁 シ リ ン ダ よ り 得 ら れる 誘導起電流 を利用 し， セ ンサ レ
ス で連続跳躍 の タ イ ミ ン グ を とる 方法 を提案 する 。 さ ら に ， ス テ ッピ ン グ モ ー タ を用 い て移動方 向 の 決定，
お よ び姿勢 の 制御 を行 う 方法 を提案 する。
改良9Cr・1Mo鋼厚肉鍛造材の高温低サイクル疲労強度特性に及ぼす試験温度およびひずみ波形の影響
LEW SANLAI 
改 良 9Cr・ l Mo鋼 厚 肉 鍛造材 を用 い， 試験温度8 23 K '"'-' 903 K の条件 で三角波 ， 引 張保 持台形波 ， 圧縮保 持台
形波 お よ び引 張 ・ 圧縮保 持矩形波 の 高温低サ イ ク ル疲労 試験 を 行 い， 破損寿命 に 及ぼすひずみ波形 お よ び、試
験温度 の影響 に つ い て検討 し た。 そ の 結果， いずれの 温度条件 下 で も破損寿命 は三角波>引 張保 持台形波>
圧縮保 持台形波 の順 と なる 。 三角波 に 比べ てひ ずみ保 持波形 の破損寿命 の 低下 は 試験温度 の影響 が顕著 であ
る こ と が明 ら か と な っ た。
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高クロ ム鋼の被削性に及ぼす工具 形状の 影響に関する研究
林
剣 峰
本研究で は， コ バルト系 高速 度鋼 の上 に TiN をコ ーテ ィ ン グ した 直 径5mm の ス ト レ ート ド リ ル の先 端角
を 変 え て 高 ク ロム鋼 の穴 あ け加工 を 行 い ， ド リ ル切れ刃 の摩耗 ， 穴 あ け抵抗 を 調 べる とと も に ， ド リ ル切刃
の す く い角 に 相当 する横 す く い角 を 有するバ イ ト を 使 っ て旋削加工 を 行 い ド リ ル切刃 の 各 部分 の 切削抵抗
を 推定 し ， これ ら の 材料 に 対する 工具形状の 影響を 調 べた 。 そ の 結果， 加工条件 に よ っ て 最適 な形状 が ある
こ と を 明 ら か に した。
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アルミナ粒子分散AI-Cu-Mg合金 基複合 材料の 時効 過程
荒 城 昌 弘
ア ル ミ ニ ウム合金 にセ ラ ミ ッ ク ス など の 非金属繊維 粒子など 高強 度 の強 化材 を 複合 し た 金属 基複合材料
は， 軽 量で強 い ， い わゆ る 高 比強度， 高比剛 性 の 材料 とし て注 目 さ れて い る 。 ま た母相合金 を 時効硬 化 さ せ
る こ と に よ っ て材料 の強 度 を さ ら に 向上 さ せ る 研究 も あ る 。 し か し 複合材料 は 製造法が難 し く ， そ の 時効過
程 に 関 しで も ほ とんど知 ら れて い な い 。 本実験で は製造が困難 と言 わ れ る 低体積率粒子分散型複合材料 の作
製 に 成功 し ， TEM， DSC など を 用 い てそ の 時効過程 に つ い て も 初 め て明 ら か に し た。
水溶液の加熱冷却による 二重拡散対流の数値解析
一 色 治 美
2 層 に 濃度成層 し た水溶 液 を側 方 か ら 加 熱冷却 し た とき に 発 生するこ重拡 散対流 を 対象 に SIMPLE 法を用
い て 数値解析 を 行 っ た。 実 験結果 と の 比較 に よ り ， 計算結果は層境界崩壊 ま で の 現象 を良 好 に 表現 し ， 特 に
熱的擬定 常状 態 に お け る 局所濃度， 密度分布 に つ い て 実験結果 と定 量的 に 一致 を 示 し た。 こ の 計算結果 を 用
い2 層 系二重拡散現象の詳 細 に つ い て検討す る と と も に ま た 十分細 か な空 間分割 の 必 要性等 に つ い て も 考
察 した。
液中国 体面への懸濁微粒子の付着， 脱着の検討
上 回 浩 之
液 中国体面へ の懸濁 ポ リ ス チ レ ン ラ テ ッ ク ス 粒子の付着 ， 脱着 現 象 に つ い て， 添 加界面活 性剤 の 種類， 濃
度 を 変 え て検討 し た。 固体面へ の ラ テ ッ ク ス 粒子 の付着速 度は， 国体面へ の 接 近時 に お け る 固体面 と 粒子聞
に働 く 相 互作用 力 に 大き く 影響 を 受 け た 。 ま た ， 原子 間 力 顕微鏡 に よ り 液 中国体面 を 観察 し た と ころ， 分散
媒 の条件 に よ っ て は， 固体面上 に 界面活 性剤 の吸着 層 と思 わ れ る 数m の突起が見 ら れ た。 付着 お よ び脱着
速 度 は ， 乙 の吸着 層 の 厚 み に よ り 異な る極 接 近時 の 相 互作 用 力 の違 い に よ っ て も影響 さ れて い る と 考 え られ
る 。
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ゾルゲル法 Ti02の性 質におよ ぽす溶媒効果
上 田 雅 史
ベ ン ゼ ン誘導体溶媒 中 で Ti ア ル コ キ シ ド の 加水 分解 ・ 縮重 合 を 行 った 。 そ の 結果 生じた TiOz溶 液 の 光 の
吸収 やゲ ル の 熱的挙 動 か ら ゲ ル 生成 に お よ ぼす溶媒効果 に つ い て検討 し た。 TiOz溶 液 は 三次元成長 を抑 え
ら れた 層 状高 分子 の 前駆 体 を形 成 し て い る と 考 え ら れ る 。 従来法 よ り 低温 で ア ナ タ ー ゼTiOz が得 ら れ， 溶
媒 に よ っ て 前駆 体 の 構造 を 制御 し ， 結 晶化温度 を 低 く でき る 可能性が あ る 。
Cu添加した AI・1.0mass%Mg2Si合金における粒界破断
大 原 史 隆
Al- lβ% MgzSi 合金 に 0.2 % ， 0.5 % お よび 0.8 %程 度 のCu を添 加す る と ， 強 度 お よび 延性が改善 さ れ る 。 そ
の 延性 の 相違を 段差ずれが生じた 粒 界 の 延長 線上 に 粒界三重 点 よ り 発 生す る フォ ー ル ド の立体的形状 の 変
化 に つ い て走 査 ト ンネ ル顕微鏡 を用 い て観察 し ， また延性 に 関係 す る と 考 え ら れ る 最初 に 発生す る 割 れ の 発
生時期 に つ い て観察 し た。 また粒界で発生 した 割 れ の 伝播経路 の 変 化 につ いて も 検討 した。
Studies on the Structura l  Properties and Application of Starch 
小 川 和 郎
Gu-HC l  (guanidine hydrochloride) was considered to be a material which can promote the gelatinization and to 
restrain the retrogradation by contributing to hydrogen bond of starch. 
The synthesis of crosslinking starch as starch-based biodegradable polymer was examined by the 
copolymerization of starch acrylate with acrylic acid. The copolymer may form the bridge structure . 
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アルキルメラミンを含む 環状シアナミド類の HPLC分析 と熱 特性
開 地 哲 也
メ ラ ミ ン に 種々 の ア ルキ ル基 を 導入 し た8 種 の ア ルキ ル メラ ミン は 加 熱 に よ り 側鎖 が順 次 開裂 して い き
最終的 に メ ラ ミ ン に な る こ と がわ か っ た。 ま た メ ラミ ン やその 加熱縮合物 加水分解物 を含む7 種の シ ア
ナ ミ ド 類 の HPLC を 用 い た分離分析 には ， 陽 ・ 陰両 イ オ ン交換樹脂カ ラム と ス ウ ィ ッ チングバル ブ を備 え た
系 を 新規 に 製作 し た 。 そ の 結果， 全試料が各カ ラム で 固 有 の保持時 間 を 有す る こ と に よ り 分離 ・ 定量が可能
に な っ た。
揮発性溶媒を含む非親水性多孔 質材料の乾燥速度相関法
笠 島 大 土
一般 に ， 乾燥速 度 曲 線は 材料 の 種類や形 状， 乾燥条件 な ど に よ って 異な る が， 本研究 で は ， 非親水 性多孔
質材料 の 乾燥速 度 曲 線 が乾燥条件 ， 溶媒 の 種類 に依ら な い 材料 固 有の 一本 の 曲線 (特性関数) に よ って 相 関
で き る こ と を明ら か にし た。 さら に ， 特性関数 を 応用 し ， 一つ の溶媒で 一度乾燥 実験 を 行 えば ， 任意 の溶媒
及び条件 に 対す る 乾燥 過程 が推算で き る 方法 を提案 し ， 数種 の溶媒 に 対し ， そ の 実用 性 が あ る こ と を 確 認し
た。
回 転振動傘型円板による異形粒子群の分 離
-3次元 形状判別に基づく検討 ー
梶 山 俊 重
各単一粒子 を ， 肉眼 に よ っ て多 方 向 から観 察 し ， あ るい は互 い に 直角 な3方 向 から画像 解析装 置 に取 り 込
む こ と によ り ， 粒子 の3 次元 形状判別 を試み た。 こ れら の 手法に 基づ き ， 本研究室 で試作 し た 形状分離装 置
{ 回転振動傘 型 円 板) 上 で の 異形粒子 間 の 分離特性 を 検 討 し た 。 本装 置 に お け る 各種形 状粒子 の挙 動 の差 異
は主 と して 粒子の 長軸方向から見 た形状の違 い に依 存 し ， 各形状粒子間 の 分離 の難 易性は両 者の 組合せ に よ っ
て か な り 異な る こ と が認められた。
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メカニカルアロインゲ法による Cu-c系強制固溶 体の創製 と熱的挙動
角 倉 孝 典
平衡 状 態 で は 銅 中へ の炭 素の 固溶 度 は 非常 に少 ない。 本研究 で は， 銅 と グ ラ フ ァ イ ト の混 合粉 末 を メ カ ニ
カ ル ア ロ イン グ( Mめす る こ と に よ っ て ， 銅 中 に炭 素 を約28 .5at % ま で過飽和 に 固溶 さ せ たナ ノ 結 晶 から成
る Cu-C 系強 制 固溶 体 を創 製で き た 。 ま た ， こ の Cu・ 20at %C 新合金 の 熱的安定性は MA粉 末 中 の 酸化物 に影
響 さ れ， 酸化物が少 ない と 1473Kで も溶融 せず， 銅 中 に 約 1 0at% の炭 素が残 った。 酸化物が多 い と 銅 中 の炭
素 は CO 2ガ ス と な っ て消失 し た。
レーザホログラ フィーを 用いた2層系二重拡散対流の可視化
金 田 哲 生
矩 形容器 内 で2 層 に 濃度成層 し た Na2 COa水溶 液 を側方 から加熱， 冷却し た と き に 発 生す る二重拡散 対流
に つ い て， レ ーザ ホ ロ グ ラ フ ィ ー干渉法 に よ り 可視化を行 った。 得ら れ る干渉縞 は屈折 率分布 に 一致 す る た
め ， 別途 調べた Na2 COa水溶液 の屈折 率 と 温度， 濃度 の 関係 と ， 可視 化 の際 に 同時 計測 さ れ た 局所温度デ ー
タを使用 し て干渉縞 の 定 量化 を 行 った。 そ の 結果， 局所濃度分布 ， 密度分布 が計算 さ れ， 二重拡散 対流 に伴
な う 系 内温度， 濃度， 密度 の時 間 的変形 を 定量的 に捉 え た解析が可能と な っ た。
微粒子群の湿式 形状分離装置の開発
一液中での粒子安定供給法に関する検討 ー
河 村 政 輝
異形微細混合粒子群 の湿 式形状分 離装 置 の開発 を 試み ， 本装置 に お い て連続 的 な 分離操作を行 う 上で重 要
で あ る2 つ の課題 につ い て検討 し た。 そ の 結果， (1)装 置内 の 液 の旋回 流が生じ難 い条件 下で掃 流操 作 を 行う
こ と に よ り ， 有効な 形状分離が可能 と な る ， (2) 分離装 置へ の 粒子 の 安定供給を 目 的 とし て開発 を 試みた湿 式
の微量定量供給装 置に お いて ， 微少個 数粒子 の 比較的安定な 連続 的排出 が可能で あ り ， 単位時 間当 り の排 出
個 数 を超音波 の強 さ ， お よ び ノ ズ ル口 径 に よ っ て調節 で き る こ と を確 か め た。
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2， 3・ジメチル スピ口[シク口プロパン・1，1・-(1H-アズレニウ ム)]
イ オンの合 成 と 反応、に関する研究
川 守 祥 央
標題化合物(1) の 合成 と 反応 に つ いて 報告す る 。 1 の 立体構造の異な るcis ， trans の2種類の 異性体 を 合成し ，
生成溶 液 中-200Cで転位 して 環拡 大 生 成物 を 与 えた 。 こ の時 cis 体はtr，αns 体 よ り も 安定で あ っ た 。 また ， 1 
は求核剤 と 反応 し3員環上 に付 加 し た化合物 を 与 え た 。 さら に ， 生 成 し た付加体の 立体構造から こ の付 加反
応が求核試薬 の選択 的な進入 に よ る 立体特異的な 反応で あ る こ と が分かつ た。
DY1-xY x Ni2 B2Cの超伝 導 と磁性
北 賢 二
ホ ウ 素炭化 物超伝導体 RNi 2 B 2 C (R =希土 類元 素) は超伝導 と 磁性 が共存す る 化合物 として興味が持た れ
て い る 。 そ こ で本研究で は ， 磁性元 素 で あ る Dy に 非磁性元 素で あ るY を 加 え た R= DY 1 -XYX と し た 系 の 超
伝導転移温度 Tc と 反強磁 性転移温度 TN の 相 関 を 調 べ る こ と を目的 と して い る 。 比抵抗 ， 磁化， 比 熱 の 測定
を行 う こ とによ り Tc とTN の 相 関図 を 作成 し た が， x が低 い 部分 に 複雑 な磁気構造を持つ こ と を見 いだした。
銅被覆 TiC粉末を 用 いたレーザ合金化法による 5083アルミニウ ム合金の 表面改 質
久 保 卓 也
AI-Mg 系合金板 (A5083) の耐摩耗 性 を改善 す る た め に ， TiC に銅 を 1 0， 30， 50お よ び、60mass %被覆 し た粉
末を塗布 し た後 ， レ ーザ溶 融合金化 を 行 う こ と によ り 厚 さ がlmm以上 の 合金化層が 形成で き た 。 合 金化
層 中 で は亜共 晶組織， 共 晶組織， 初晶θ相 が 晶 出 し た 過共 晶組織お よ び塊 状 のγ 1 相 に TiC が分散 し た 組織が
形成 さ れ た 。 合金化層 の硬 さ は最大で約 HV7 00で あ り ， 比摩耗 量 は約 1/7 ま で減少 し ， 耐摩耗性 が 向 上す る
ことを 明らか に し た。
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H2S04- NaCI 水溶液中における SU S304鋼の
腐食 形態におよ ぽす微量元 素 (Cu， Mo)の 影響
香 田 秀 文
Cu お よ び、 Mo を含む SU S304鋼 は H 2 S04 -NaCl水溶 液 中 に お いて 応力 を負荷す る こ と に よ り 様 々 な腐食 形態
を 示 し腐食 す る 。 腐食 形態が変化す る 要 因 と して は鋼 中 の Cu お よ び、 Mo 含 有量 に よ っ て 腐食減 量速度およ び
割れ進行速 度が変化す る こ と が挙げら れ る 。 も う 一つ の 要 因 と して は加工誘起 マ ル テンサイ ト 相 と オ ー ス テ
ナイ ト 相 の腐食減 量速度が鋼 中 の Cu お よ び Mo によ っ て 変化す る こ と が挙げられ る 。
ニッケル ー 水 素電池 用Mg2 Ni電極の充放電サイクル 特性の改善
小 林 幸 司
ニ ッケ ルー水素電池 の負極材料 と して Mg 2Ni の 実用化 を目指 し ， 長 く 充 放電サ イ クル を 繰 り 返 せ る 電極 を
作成す る こ と を目 的 に研究 を 行 っ た。 そ の 結果 Mg 2Ni粉 末 に 予 め空 気 中 で酸化処理 を施 して から 焼結 し た電
極 は， 処理 を 行わ な か っ た 場合 の約3倍 長 いサ イ ク ル寿命 を 示す事 を 見 出 し た。 こ の事 は酸化処理によ り 焼
結 時 に 粒子表面 に MgO の 生成 を抑 制す る保護 性 の 酸化膜 が形成 さ れ る為 焼結 が速 や か に 進行 し 電極 の 機械
的強度が増す為 と 考 え た。
Nd・123系 酸化物 超伝 導体の置換効果による 超伝 導特性
小 林 憲 彦
Nd・ 1 23 系 の Ba と Cu をそ れぞれ M (= Sr， Ca， Mg) と M' (= Ag， Co， Ni) に置換 した場合， 試料の超伝
導特性 に ど の よ う な影響 を 与 え る か を 調べた。 X 線 回折 の 結果， 全て の 試料 に お いて 置換が う ま く 行われて
い る こ と が確認で き た。 比抵抗 の 結果から Tc は， 置換率 の 増加 と 共 に 低下する ことが， ま た ， 磁化 の 結果か
ら超伝導体積率 は， 置換率 の 増加 と 共 に減少 す る こ と が確 認 で き た 。 1 23 系 酸化物超伝導体に お いて は Ba よ
り も Cu の 方が重 要で あ る こ と が確認で き た。
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新規な9，10ーアントラキノンの 生成反応に関する研究
朱 宮 裕 貴
9， 1 0-ジホル ミ ル ア ン ト ラ セ ン(1 )と 各種 Grignard 試薬 (MeMg 1， EtMgBr， p -MeOCs H4 MgBr) の 反応 を 行 っ
た と ころ， そ れぞれ反応す るジ オ ー ル体(2) と 共 に ， 9 ， 1 0・ エ ン ド ペ ル オキ シ ド(3) と 9， 1 0- ア ン ト ラ キ ノ ン体) が
得られた。 こ の 反応は 2 から3 を 経て4へ と変化す る こ と が分かつ た。 又， 3 の 熱分解反応で は ， ケ トン.ジ
オール 体(5) ， 9， 1 0・ ジ ヒ ド ロ キ シ ア ン ト ラセン(6) を 経て4 とア セト ア ルデ ヒ ドへ 変化す る こ と が分かつ た。
液中 造粒の平衡 造粒粒子径への界面物性の影響
小路口 正 志
液 中 造粒 に よ り 得ら れる 造粒粒子 の 平衡 造粒粒 子径 に 及ぼす界面 物性 の影響 に つ いて ， 造粒粒子強 度へ の
考察 を元 に検討 し た 。 液 中 造粒 は 界面張力 接触角 な ど の 界面物性に 大 き く 影響 さ れた。 平衡 造粒粒子 径
は， 架橋剤添 加 率 の 増大， 撹枠速 度 の 低下に よ り 増大 した 。 造粒粒子 の保形力と境搾 に よ る破壊力 の バ ラ ン
ス から平衡 造粒粒子径が決 ま る と い う モデル に 基づ き 平衡 造粒粒子径 と 液 中 造粒 に影響 を 与 え る 種 々 の 因
子 と の 関係 を 表す実験式 を得た。
6063アルミニウム合金におけるAI・F争Si系金属間化合物
菅 原 智 志
6063 アル ミ ニ ウム 合金鋳塊 の鉄量， 鋳造時 の 冷却速度， 熱処理時 間， 熱処理温度 を 変化 さ せ， そ れぞれ の
条件で見ら れ たAトFe-Si 系 金属間化 合 物 を 透 過 型 電子 顕 微 鏡観 察 し 整 理 し た 。 そ の結 果 ， 鋳造 材中 に は
ß-AIFeSi相(単斜晶系: a=b=O.612nm， c=4.15nm， ß =910) ，  α-AIFeSi 相 (立方 晶 系 : a=1.256nm) ，  α'­
AIFeSi相 (六 方 晶系: a=1.23nm， c=2.62nm) の3相 が混在 して い た が， 858K， 2.4Ms の 熱処理 を施 し た 場合，
ほぽ 1 00 % が α'-AIFeSi相 に 変化 し た。
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2 成分溶媒を含む高分子溶液の乾燥 モ デル
砂 場 学
2成 分溶媒 を含む 高 分子溶 液 (Polyvinylacetate-Toluene白Ethylbenzene 系溶 液) の 乾燥 実験 を 行 い 乾燥挙 動 の
解明 を 行 っ た。 ま た ， 脱着等 温線及び拡 散係 数とい う 基礎物性 に 基づ い た乾燥 モデル を提案 し た 。 温度変化
を 考慮 し た数値 シ ミュレ ー ショ ン の 結果は， 乾燥速度及び温度変化 の 実験結果 を 定性的 に説明 す る こ と がで
き た。 特 に ， 境膜律速期 間 に お いて は定量的 に も 実験結果 と良好な一致 が得られた。
Bi系 酸化物超伝導体におけるPb，Agの置換・添加交換
塚 田
将
Bi 系 超伝 導体 の2223相 は Pb を 適 量添 加 す る こ と に よ ってそ の 作製 を 容 易 に す る こ と がで き る 。 し か し Pb
は Biに 置換す る こ と で2223相 の 生成 を促進す る の か あ る い は2223相に 対 して触媒 的 に働 く の か 明ら かで は
な い 。 本研究 で は (Bi 1 - x Pbx )  2 Sr 2 CaZ C U3 010 (Pb 置換型) ， (Bi 1 - xAgx ) 2 Sr 2 Ca 2 CU 3 010 (Ag 置換型) ， BizSr 2 
Ca2 CU3 010 + y% Pb ( Pb添 加 型) を目 的 と し た3通 り の 試料 を 作製 し ， X線 回折 ， 電気抵抗 率測定， 磁化測定
を お こ な い Pb の2223相 に 対す る働 き を考察す る 。
粉砕を伴う回転円錐型 容器による複合微細造粒粒子の 連続 生成
戸 嶋 大 輔
単一回転円錐 型容器 に よ る造粒 と粉 (解) 砕 と 分粒 と の 同時操 作を利用 し CaC 03 粉 末 と SiC粉末を 用 い
た2 成分複合微細造粒粒子の 連続 生 成 を 試み ， 生成 さ れた微細造粒粒子の 複合形 態 を 造粒粒子内 に含 ま れ る
SiC凝 集体 の粒度 分析法 に よ り 推定 し た。 ま た ， 複 合造粒粒 子 の断 面 を電子 線マ イ ク ロ ア ナ ラ イザ ー(EPMA)
に よ り 分析 し ， そ の 結果 と 推定結果 を 比較検討 し た。 そ の 結果 粒度分 析法 によ る 複合形態の 推定 法の有効
性が確 か められた。 (なお， 本論分 の 一部は 1 998 年度粉 体工学会 上滝論文賞 を 受賞 )
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AI-1.0mass%Mg2Si合金における時効析出物の結晶構進
直 井 勉
Al-Si 合 金 の Si 相 お よ び、 AI-Mg-Si 合 金 の 平衡 相8 を 透 過型電子顕微鏡 に イ メ ー ジ ン グ フ ィ ル タ ー を装着 し
た エネ ルギー フ ィ ル タ ー透過型電子顕微鏡 を 使 い 各元 素 に お け る マ ッピ ン グ像 を 得 る こ と がで き た。 こ れ
ら の像 は原子分解能下で も観 察 さ れ， そ れぞれ の弾 性像 に 対応 し た像 が得られ た 。 ま た AI-Mg-Si 合金 の 平衡
相β に 関 しては， 高圧変 動お よ び観 察試料の ド リ フ ト な ど の影響 を考慮 し て ， 三 方 向 から の観察 を す る こ と
に よ り ， こ れら の問題 を解消 し た。
金属アンミン錯イオンの高温加水分解および溶媒逆抽出法による酸化物微粒子の作製
西 脇 元 哉
本論文 は湿 式製錬 や リ サ イ ク リ ン グ に お け る浸 出や分離濃縮プ ロ セ ス に直接 組み 入 れられる微粒子製造 プ
ロ セ ス の 開 発を 目 的 に 実験的検討 を 行 ったも ので あ る 。 す な わち ， Cu ( II ) ，  Zn ( II ) ， Co ( II ) お よ びNi (II) 
ア ン ミ ン錯 イ オ ンを含むアンモ ニア水溶 液から高温加水分解に よ る 酸化物微粒子 の 作製お よ び形 態制御， Nd 
(m) を担持 し た VAI0ケ ロ シ ン溶 液からNd炭 酸塩 の 品析逆抽 出 お よび 晶析逆抽 出過程 の ク ロ ーズド システム
化 を検討 し ， そ の 結果 を論述 し た。
広い温度範囲における金属・化合物の電気抵抗および熱電能の研究
沼 田
聡
高 温 の 熱電能 の 測定装 置 を作 成 し ， さら に 熱電能 と 同時 に 電気抵抗も 同時 に 測定で きる よ う に改良を加え
た。 完 成 し た装 置 を 使 っ て ニ ッ ケ ル の測定 を 行 い ， その 測定結果から の装置 の 性能評価 を行 っ た 。 そし て，
完 成 した測定装 置 を用 い て， 機械的な強 度 の異な る様 々なモ リ ブデン に つ いて ， その電気的な性質 を 調べ た。
こ の 高 温 の 測定結果 に ， 低温 の 電気抵抗 と 熱電能 の 測定結果 を あ わ せて考察 を行 った 。
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低レイノルズ数領域における伝熱促進管の総合的性能評価
浜 田 高 敦
円管 内 にワイヤ ー コ イ ル， あ る い は， ねじ れ テ ー プP を挿入 し た伝熱促進管 の'性 能 に つ いて実 験的検討 を 行 っ
た。 円管 の 内壁 形状は平滑 ， 直溝 ， らせん溝 と し た。 実験条件 は 層 流域から乱流域 に お け る幅広 いRe数で，
圧力損失 の 増大 を 考慮 し た性能評価 を 行 っ た。 乱流域 の場合 いずれの条件 で も 伝熱促進管の効 果 は あ ま り
な い が， 層流域では， 管壁一挿入 物聞 に わず か な 間隙 を設 けた と き ， 挿 入 物 と溝 の 複合効果 に よ り 高 い 性能
を 示 し た。
ジシク口ヘプタ[a， eJシクロオクテンの合成研究
林 秀 一
本研究 は新規なπ電子系不飽和炭 化水 素 で あ るジ シ クロプタ [a ， eJ シ ク 口 オ ク テ ン の 合成 を 目 指 し ， そ の
炭 素骨格 の構築 につ いて三 種類 の経路で検討 し た。 目 的 を達 す る に は至 っ て い な い が 新規 な ト 口ポキ ノ ジ
メ タ ン の 発生と ， 重要な合成中間 体で ある 3， 6， 8 ， 1 1 ， 14， 1 6・ ヘキサ ヒ ド口ジ シ ク 口 ヘ プタ [c ， hJ [ l ， 6J ジチ エシ
ンの 合成ならび に そ の立 体配座 に 関す る 種 々 の新 た な知見 な ど を得た。
AI-C系混合粉末のメカニカルア口インゲ
林
俊 秀
Al 中 に C 原 子 を MA に よ って強 制 固溶 さ れ る こ と に よ っ て 高融 点， 高強 度 で軽 量な合金 を 作製で き る こ と
が期待でき る 。 Alc20""50at% C 混合粉末 に つ いて 3. 6""540ks ミリ ン グ し た 結果， Al 中 に C は侵入 型 に 固溶 し
ミリ ン グ時 間と炭 素配合 量 の 増加 に と も な い α - Al の 結 晶粒が微細化 して い く 。 36ks ミ リ ング す ると A11 C 3
が生成 しミ リ ン グ時間 と炭素配合量 の 増加 に と も ない 結 晶粒 が微細化し ， 生成量が増加 してい く 。 最終的に
は ほ ぼ A14 C 3 の 結 晶 のみ と な る 。
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非晶 質 FeS2NbsB20合金の 昇温 に よる結 晶相形成過程
牧 野
治
非 品質 の 結 晶化 は 熱処理 の 種類 に よ っ て は， 安定相 と は 異な る 結 晶 形態 の 相 の 出現す る 場合 が あ る 。 本研
究ではイ ンパ一合金 を 基本 と し た 非品質FeS2NizsB20合 金 の 結晶相 形成過程 を 調 べ た 。 そ の 結果， 非 晶 質 FeS2Nizs
B20 合金 の 結 品化 は ， 試料内部で均一 に 結 晶化が起 こ っ て い る 。 結 晶 相 は正 方 晶 の (Fe . Ni) 3 B で あ る 。 結 品
相 は 非 品質部分か ら コ ロ ニー 状 に 成長す る こ と がわ か っ た。
シ ク口 ヘプ タ ト リ 工ン 縮環系化合物の合 成 と 反応に関する研究
宮 本 恭 臣
本研究 は新規 な シ ク ロ ヘ プ タ ト リ エ ン縮環系化合物 と し て ピ ス ト ロ ポ ノ シ ク ロ ヘ プ タ ト リ エ ン ， ジ ア ズ レ
ノ [5， 6， d・5' ， 6'， d'J ヘ プ タ フ ルバ レ ン ， 8 - (6- ア ズ レ ニル) ・2，3・ ジ メ ト キ シ ヘ プ タ レ ン ， ビ ス ー [ η 5 _nH_ ア ズ レ ニ
ル] ー鉄( II ) を 合成 し た 。 ま た 分子軌道計算 (PM3 法) を 用 い て 各分 子 の 安 定性 の 比 較 を 行 い ， こ れ ら 新規 な
シ ク ロ ヘ プpタ ト リ エ ン縮環系化合物 の性質 に つ い て種 々 検討 し た。
連続鋳造圧延過程における6 1 51ア ルミニウ ム合金 線の 組織変化 と鋳造性
吉 田
新
送電線 の 製造 を 目 的 に 開 発 さ れた プ ロ ペルチ法は， 近年で は鍛造用 線材 の 製造 に も 用 い ら れて い る 。 本研
究 で は圧延 中 の 組織変化な ど か ら 変形過程 を 調べ， 更 に そ の 鍛造性 を 評価す る た め に 圧縮試験 を 行 っ た。 そ
の 結果， 圧延終 了 時 に お い て も 鋳造 時 の 粒 界 を 観察 さ れ， そ の 内 部 で は 数 μ m の 再結晶粒 と 亜結晶粒が観察
さ れた。 ま た ， 微細 な 組織 を 持 つ 材料は 良好な圧縮率 を 示 し た。
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半 円 柱乱流促進体を用い た伝熱促進の有 限要素法 に よ る 数値解析
Fadilah Hasim 
伝 熱装置の 流路内 に 設置した 半 円 柱乱流促進体 による伝熱促進 のメカ ニ ズムを明 ら か に するた め， 1方程
式乱流モ デルを用 い た 有限要素法 により促進体周り の 流れ の 挙動 の 数値解析を行った。 得 ら れ た 乱 流エネル
ギ 一 分布をKim ら が行った直接数値計算 の 結果と比較すること により. 本モデル の 妥 当 性 が確認 さ れ た 。 ま
た 電極反応実験 により測定 さ れ た壁面勇 断応力と定量的 に良好な一致を示し， 壁面近 傍 の 流れ挙動を詳細
に 把握することができた。
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〔化 学生物工学専攻〕
Preparation and Characterization of Self-Assembled 
M onolayers Carrying Various Functiona l  Groups 
N aoki Kanayama 
The author prepared self-assembled monolayers (SAMs) carrying two different functional groups. The first one 
is phenylboronic acid group caπying SAM. Sugars， polysaccharides， sugar residues in the protein were bound to 
the phenylboronic acid group on the SAM. The affinity of SAM for sugars changed with the position of hydroxy 
groups in the sugars. The SAM which carried phenylboronic acid group will be useful as molecular sensing de­
vices for the recognition of sugars. The second one is pyridine ring caηying SAM. The water-soluble porph戸in
in which a zinc ion was incorporated was attached to the exterior surface of the SAM by the axial ligand linkage 
between th巴 pyridine ring and the po叩hyrin ring. The SAM on which the porphyrin rings are immobilized would 
be useful as molecular photo-devices. 
荷電高分子微粒子の 規則構造形成におよ ぽす器壁表面電 荷の 影響
古 角 憲 弘
荷電高分子 ラ テ ッ ク ス 分散液は 十分 に 脱塩す る こ と に よ り 規則構造 を 形成す る 。 ま たガ ラ ス 表面 の 電荷
を 増加 さ せ る と 同符号の粒子が表面近傍 に集 ま る こ と が報告 さ れて い る 。 本研究では 倒立型 レ ーザ ー スキ ャ
ン顕微鏡 と 動 的光散乱 (DLS) 装 置 を 用 い て ガ ラ ス 表 面 の 電荷が規則構造 の 発現や形成過程 に ど の よ う な 影
響 を お よ ぼすか に つ い て調査 し た。 DLS 測定の結果よ り ， ガ ラ ス セ ル表面 の 電荷は， 粒子 を 表面近傍 に 濃縮
す る こ と に よ り 構造形成の 初期過程 に お け る 核形成 を 容 易 に す る 作用 が あ る こ と が明 ら か に な っ た。
T 細胞 白 血病 と T 細胞受容体遺伝子 座異常
斎 藤 益 満
ヒ ト 第 1 4番染色体 ql 1 .2領域 に 染色体異常 を も っ 成 人 T 細胞 白 血病 (ATL) 症例 に お け る 染色体転座切断点
の 同 定 を 行 っ た。 そ の結果 T細胞受容体 α / õ 鎖遺伝子座 の V α 領域 に転座切断点の存在が明 ら か と な っ た。
ま た， T 細 胞 白 血病 の発症の原 因遺伝子 と 考 え ら れ る TCL1 遺伝子 の 機能解析 を 行 っ た 結果， TCL 1 遺伝子が
細胞増殖 に 関与 し て い る と い う こ と を 証明 し た。
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バク テ リ ア に よ る ジオールの酸化とジケトン 類の還元
住 田 泰 輝
ジ ケ ト ン の 一種ベ ン ジ ル を バ ク テ リ ア Bacillus brevis が選択的 に 培地 中 300C で還 元 し ， 収率85 % ， 9 1  % e.e .  
で s- ベ ン ゾイ ン を 生成 し た。 こ こ で， 反応時間 を 延長す る と ベ ン ゾイ ン の 酸化が起 こ り ， 50 % の ジ ケ ト ン を
残 し た段階で再還元が起 こ っ た 。 ま た ， B. cereus の存在下 で は フ ェ ニル プ ロ パ ン ジ オ ー ル の 不斉酸化で s-
2- ヒ ド ロ キ シー 1 - フ ェ ニル プ ロ パ ン が 生成 し た 。 菌体 を 遠心分離 し た後 の 上澄液で還元 と 酸化がお こ り 菌体外
酵 素 の 存在が示唆 さ れ た。
Studies on the Chemistry of trans-deca l i rト9-su lfen ic Acid Derivatives 
関 隆 一
trans-9-デ、 カ リ ル基 を 有す る こ と に よ り 一般 に は不安定 な ス ル フ ェ ン 酸 や そ の 誘導体で あ る ス ル フ ェ ニ ル ア
セ テ ー ト ， ス ル フ ヱ ン ア ミ ド お よ び、新規 チ オ ア ン モ ニ ウ ム 塩 の 合成お よ び単離 に 成功 し た 。 ま た ， そ の 3 次
元構造， 物理的性質 お よ び反応性 に つ い て 詳 し く 研究 を 行 っ た 。
二酸化チタン を 用 いた水中 の フ タル酸ジエステル可塑剤の光触媒分解
高 木 健 作
環境汚染物質 で あ る フ タ ル酸 ジ エ ス テル類 を 二酸化 チ タ ン を 用 い て 迅速 に 光触媒分解す る こ と がで き た 。
光触媒分解機構 に影響す る 諸 因 子 を 解析 し ， フ タ ル酸 ジ ブチ ル エ ス テ ル の 光触媒分解速度 を ， 光強度， 量子
収率， 初濃度， 溶液 中 の 酸 素 分圧 の 関数 と し て 表 し た 。 ま た ， 中 間 生成物 の 同 定及びそ の 生成量 の 時 間変化
を 調べ， そ れ ら の 結 果 よ り ベ ンゼ、 ン 環 へ の OH 付加及び側鎖酸化 に よ り 始 ま る 分解初期経路 を 提 案 し た 。
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Functions of Novel Amphiphiles with Many Pendent Mannose Residues 
K吋i Tagawa 
Novel amphiphiles caπying many pendent mannose residues were prepared by telomerization of m組nose­
caロying monomers using a lipophilic radical initiator. The interaction between amphiphiles incorporated in 
liposomes and Con A was largely atTected by the degree of pol戸nerization and the content of the amphiphile， 
whereas the distance between the sugar residues and the polymer main chain did not affect. The association con­
stants of the amphiphiles with Con A were much larger 白an that of monosaccharide due to the "cluster 吃酔ct" .
The positive en仕opy change for the binding of Con A to mannose residues showed that the interaction was 
largely promoted by the release of water molecules from both the sugar residues and the binding site of Con A. 
Suppression Subtractive Hydridization法 を 用 いた成人 T 細胞 白 血病関連遺伝子の 単離
都 甲 真紀子
成 人 T 細胞 白 血病 (ATL) の 発症 に は HTLV-I ウ イ ルス が 関 与 し て い る 。 し か し HTLV-I に感染 し た ヒ ト の
0. 1 % し か ATL を 発症 し な い こ と か ら ， 他 に 細 胞 内遺伝子の 発現変化が発症 に は必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。
そ こ で 本研究 で は ATL 発症 に 関 わ る 遺伝 子 の 探索 を 目 的 と し ， ATL 患者 由 来細胞株 (ATN l ) と in vitro で
HTLV- l に よ っ て 形質転換 さ れ た T 細胞株 (MT l ) の 間 で SSH 法， 並び に デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ルハ イ ブ リ ダイ
ゼー シ ョ ン 法 を 行 い ， 異な る 発現 レ ベル を 示す遺伝子 を 複数単離 し た。
Molecular Recognition by Self-Assembled Monolayer of Cyclodextrin on a Gold Electrode 
Teruo Fukuda 
The self-assembled monolayer (SAM) of cyclodex出n (CD) affords novel binding properties to the electrode­
solution interface， a feature of which is obviously interesting for the development of new sensor technologies at 
the interfacial molecular recognition. Characterization and formation of SAM of CD on a metal surface was in­
vestigated by using the cyclic voltammetry (CV) technique. The regio- and stereo-selective complexation of 
chiral azo compounds by the SAM of α -CD derivative was indirectly investigated by using the CV technique 
using hydroquinone as a probe. The stereo幽selective complexation of electrochemically active α -amino acid or 
its derivatives by the SAM of CD derivative was directly investigated by using the CV technique. The 
complexation of phthalic acid ester by the SAM of α -CD derivatives was indirectly investigated by using the CV 
technique. 
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Bacillus cereus に よ る 芳香族力 ルボ ン 酸類の ア ミ ド 化
丸 山 励 治
微生物， 酵 素 を 生体触媒 と し て 利 用 し た 有機物変換が注 目 さ れ， 多 く の化合物， 様 々 な 反 応 系 へ の 応用 が
試 み ら れて い る 。 生体触媒 と し て 土 壌 よ り 分離 し た 8acillus cereus を 用 い ， そ の 変換活性 を 調 べ た と こ ろ ，
菌体増殖 の 定常期 で 芳香族 カ ル ボ ン 酸類 に 対す る ア ミ ド 化が認め ら れた 。 4-Biphenyl-carboxylic acid を 基質 と
し て 最適反応条件 の検討 を 行 っ た と こ ろ ， 370C ，  24時間 の 反 応 に よ り 95 % の 高 収 率 で p-Phenylbenzamide が得
ら れた 。
生命科学現象の分子 レベルでの解析 に 関 す る 研究 (一酸化窒素の科学)
安 井 文 彦
感染時 に 産 生 さ れ る 過剰 量 の ー酸化窒素 (NO) は ， 著 し い 血圧低下や細胞損傷 を 引 き 起 こ す と 考 え ら れて
い る 。 そ こ で 我 々 は ， リ ポ 多糖 を 投与 し た マ ウ ス の 血圧お よ びそ れ に 伴 っ て 産 出 さ れ る NO 量 を TNF-Rp55・/ー
マ ウ ス と 正 常 マ ウ ス と の 間 で 比 較 を 行 っ た 。 さ ら に ， NO と ス ー パ ー オ キ サ イ ド と の 反 応 に よ り 産 生 さ れ る
パ ー オ キ シ ナ イ ト ラ イ ト に よ る 蛋 白 質酸化 に 対す る リ ポ 酸 お よ び、そ の 誘導体 の 抗酸化活性 を 種 々 の チ オ ー ル
化合物 と の 比 較 を 行 っ た 。
脂質膜 !と よ っ て誘導 さ れ る 両親媒性ペ プチ ド の B 構造
Ilj 内 慶 将
酸性条件下で両親媒性 の 8 構造 を 形成す る 8 残基 の モ デ ル ペ プ チ ド に つ い て 脂質膜 中 で の 挙動 を 検 討 し
た 。 脂 質 膜 が与 え る モ デ ル ペ プ チ ド の 二次構造 へ の 影響 は 円 二色性 ス ペ ク ト ル に よ り 脂質膜 と モ デル ペ プ
チ ド と の 会 合 は蛍光 ス ペ ク ト ル に よ り 測定 し た 。 結 果 は モ デ ル ペ プ チ ド と 脂質 膜 が会 合 す る こ と に よ り β 構
造 の 形成が促進 さ れ て お り 脂質膜 と の 会 合 も 酸性 条 件 下 で は 中 性条件下 に 比べ約 6 倍大 き く な っ た 。 ま た
モデルペプチ ド 同 士 の 会 合 に つ い て も 検 討 し て い っ た。
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Purification and molecular characterization of Escherich忽 coli Polynucleotide Phosphorylase 
山 村 栄 虎
大腸 菌 の Polynucleotide phosphorylase (PNPase) を His-tag 融合蛋 白 質 と し て 発現 さ せ， 精製 し た 。 精製 し
た 蛋 白 質は. Gel filtration 及び Enzyme assay か ら PNPase で あ る こ と が確 認 さ れた。 こ の 酵素 を 用 い て . Gel輸
shift assay 及び. DNaseI footpri凶ing を 行 っ た。 そ の 結果. PNPase が一本鎖 DNA と 相互作用 し ， 相互作用 部
位 に は塩基特異性 (5'-TATTT) が あ る こ と が示唆 さ れた。
環境因 子 に対す る 植物の表面電位の応答
山 本 直 毅
光刺激 に 対す る サ ボ テ ン の 茎面電位 に は短周期 の 振動現象がみ ら れ， 内在性 の 生物時計が存在す る 可能性
を 示 し た。 ハ ー ブ系植物 の 匂 い 刺激 に 対す る カ ポ ッ ク の 葉面電位 の 応答 で は 植物 間 で の ア レ ロ パ シー効果
の 存 在 を 示 唆す る 現象 を 見 出 し た。 こ れ は植物 の 匂 い セ ンサー の 可能性 を 示す。 音刺激 に 対 し て オ ジギ ソ ウ
は緩和 的 に 閉合 し ， そ の と き 葉柄 の 表面電位 に 特異的 な振動現象がみ ら れた。
M odification of Inorganic and Organic Substrates with Functional Polymer M olecu les 
Akira Y oshizumi 
The author examined the construction of a molecular recognition system at the solid-liquid interface by using 
self-assembled monolayer technique. The polyrner-coated colloids obtained ("sugar balls") were aggregated when 
a solution of lectin was added to the dispersion， due to a specific binding of D-glucopyranoside residues on the 
colloid particles by a te位americ lectin molecule. 
〔物質工学専攻〕
微生物 に よ る 生分解性 プ ラ ス チ ッ ク の生産及び生分解性 に 関 す る 研究
宋 存 江
近年， 廃棄 プ ラ ス チ ッ ク の 問 題 が 世 界 的 な 環 境 問 題 と な っ て い る 。 本研究 で は 生分解性 プ ラ ス チ ッ ク ー 微
生 物 ポ リ エ ス テ ル と そ の 共 重 合 体 の 生産過程 を 検 討 し た 。 同 時 に ， Alcaligenes eutropherus (AS 1 . 1 84 1 ) を
使 っ て， PHB と P (HB-co-HV) の 生産 を検討 し た。 さ ら に ， 新 し い 生産原料 を使用 し て ， 生分解性プ ラ ス チ ッ
ク の 生産 を 検討 し た 。 ま た 工学部敷地 の 土壌か ら 白 色 の 糸状菌 を 分離 し 生産 し た 生分解性 プ ラ ス チ ッ ク
の 生分解性評価 を そ の 菌 を 使用 し て検討 し た。
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〔シ ス テ ム 生産工学専攻〕
高 精度 オプ テ イカル フロ ー 推定に関する研究
石 川 哲
こ う 配法の 拘束式か ら マ ッ チ ン グ を 行 う 探索方 向 を 決定 し ， 1 画 素 マ ッ チ ン グ処理 に よ り 最適な変位量 を
求 め ， ベ ク ト ル メ デ ィ ア ン フ ィ ル タ を 使用 し て ノ イ ズ除去 を 行 い ， オ フ テ イ カ ル フ ロ ー を 推定す る 。 本手法
に よ り ， 動 き 境界領域 に お け る 推定精度 を 向上 さ せ る こ と が可能で あ り ， 移動物体 の 検 出 に 有効 と な る 。 次
に ， フ ロ ー信頼度 を 見積 も り ， 高信頼度 の フ ロ ー を 利用 し て信頼度 の 低 い フ ロ ー の精度 を 向 上 さ せ， こ れ ら
の フ ロ ー か ら 高精度 の 奥行 き 情報 を 推定す る 。
電気 粘性 流体を応用 し た 回転型デバイ スの 特性 に 関 する研究
西 田
均
本研究 は， ER 流体 中 の 回転体 ま わ り の 流れ の 電気粘性効果 を 明 ら か に し ， 回 転 円 板型デバイ ス の 運動特
性 を 予測す る 工学的手法 を 確立 し た も の で あ る 。 円 筒 型デバイ ス で はず り 応 力 と 電流密度， 円 板型デバイ ス
で は ト ル ク と 電流密度が各種 の パ ラ メ ー タ か ら 受 け る 影響 を 実験デー タ か ら 明 ら か に し た。 ま た ， 流動 曲 線
で定式化 さ れ た 力 学応答系 モ デル か ら 導 か れ た構成方程式 を 用 い て ER 流体 中 の 回転 円 板 ま わ り の 流動特
性 と ト ル ク 特性 を 数値解析 に よ っ て予測 し ， 実験結果 と 比較 ・ 検討 し た。
放熱 基板用銅 ー モ リ ブデン系 複合 材料の熱物性 と 機械的 特性に関する研究
有 川
正
半導体産業 の 発展 は め ざ ま し く 半導体 の 高性能化等が進ん で い る 。 そ の た め 半導体素子 と の 熱膨張率 の 整
合性 と 放熱性 の優れた 基板材料が望 ま れ て い る 。 本研究 で は モ リ ブデ ン (Mo) と 銅 (Cu) を 組み合わせ
た粒子型お よ び積層 型 の Cu-Mo 系複合材料 を 作製 し た。 そ し て そ れぞれ の 熱物性お よ び機械的特性 を 測定 し ，
熱膨張係数 を 5 - 1 7  X 1 0- 6 /K 熱伝導率 を 1 50-390W / (m • K) に 制御 で き 特 に 半導体素子 を 搭載す る 放
熱基板へ の 適用 に期待で き る こ と を 明 ら か に し た。
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〔物質生産工学専攻〕
Genome structure and fu nctions of Lactobacillus plantarum temperate phage φ g le 
柿 川 真紀子
The complete genome sequence of a Lactobacillus temperate phage φ gle was estab!ished. The double-stranded 
DNA is composed of 42259 bp， and encodes for sixty-two possible open reading frames (ORF) as well as sev旬
eral potential regulatory sequences. In the several φ ξle ORFs弓 their functions were putatively assigned: cng and 
cpg (encoding for repressors) ， hel (heJicase)， ntp (NTPase) ， and several ORFs (e.g・ capsid proteins). In addition， 
the structural and functionaJ features of the mt gene were characterized. 
ヒ ト 第 1 4番染色体の ゲ ノ ム解析 と 鰻補 T 細 胞 白 血病原因遺伝子の単離
杉 本 潤
ヒ ト 第 1 4番染色体 q32. 1 領域 で は ， T 細胞 白 血病 に お い て 高 頻度 に 染色体転座が観察 さ れ る 。 我 々 は ， こ
の 原癌遺伝子 の 存在が示唆 さ れ る 転座活性化領域 よ り 新規遺伝子 を 単離 し 解 析 を 行 っ た 。 こ の 結果， 新規遺
伝子が コ ー ド す る ア ミ ノ 酸配列が. T 細 胞 白 血病 の 原 開遺伝子 と し て す で に 同 定 さ れ て い る TCL l と MTCP l
の ア ミ ノ 酸 配列 に 高 い 相 同 性 を 示 す こ と が 明 ら か と な っ た 。 我 々 は こ の 新規遺伝子 を TML l と 命 名 し 候補 T
細胞 白 血病原 因遺伝子 と 位 置 づ け た 。
Fe-W 合金篭着 に よ る 八 イ ス鋼 (SKH59) の表面改質
高 野 孝 和
硬 質膜 と し て 切 削 工 具 に 適用 が注 目 さ れ る 電着 Fe-W 合金 膜 を ハ イ ス 鋼 (SKH59) に 成膜 し ， 表 面硬 さ 及び
付着 力 に つ い て検討 し た 。 パ ル ス 電解でデ、 ユ テ ィ サ イ ク ル が W 含有 率 に 影 響 し 0. 1 の 時50wt. % の 高 合金 を
得 た 。 合 金 膜 は W 含有量 の 増加 に よ り 表面硬 さ を 大 き く し 付 着 力 を 低下す る が 接 合 金属種 の 選定 で 表 面硬
さ と 付着 力 を 両立 で き る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た 守 ス ク ラ ッ チ試験 と 硬 さ 試験 の 併用 で精度 の 高 い 付着 力
評価が で き る こ と を 示 し た 。
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Studies on the Syntheses and Reactions of Sulfoxide Derivatives 
bearing Severa l  Heteroaromatics 
竹 田 昌 央
ベ ン ゾチ ア ゾ リ ー ル基 と テ ト ラ ゾ リ ー ル基 を 有 す る フ ェ ナ シル ス ル ホ キ シ ド と ジ メ チル ブ タ ジ エ ン 存在下
で熱分解反応 を 行 う と ， それぞれ の 反応 に お い て， チ オ ア ルデ ヒ ド や ス ル フ ィ ン が 中 間体 と し て 存在 し て い
る と 考 え ら れ る 環化生成物が得 ら れた。 ま た ， α 位 に ホ ス ホ リ ル基 を有す る テ ト ラ ゾ リ ー ル ス ル ホ キ シ ド を
ア ミ ン存在下で反応 を 行 う と ， ホ ス フ ィ ン カ ル ボ チ オ ア ミ ド オ キ シ ド 誘導体が生生成物 と し て 得 ら れた 。 こ
の 反応 に お い て も ス ル フ ィ ン が 中 間体 と し て存在 し て い る と 考 え て い る 。
Studies on the Thermal Decomposition of Severa l  M odel Compounds Containing 
P and N Atoms and Their  E汗'ects on the Thermal Behavior of Cel l u lose 
福 島 和 彦
In order to understand fire-retardant mechanism for polymeric materials， the thermal decomposition of several 
phosphoramidates， phosphoric triamides， phosphazenes， and phosphates was investigated， and the thermal decom­
position processes were proposed by identifying evolved gaseous and residual compounds. In addition， most of 
the phosphoramidates and phosphoric triamides may be effective as fire retardant for cellulose in terms of supply 
of f1ammable gasses and an amount of charred residues， and an interaction between the P-N bonded compounds 
and cellulose was discussed. 
SURFACE M ODIFICATION OF GaAs AND CVD DIAM OND FILMS BY 
LAYERED- COM POUND GaS 
A.B.M.Obaidul Islam 
The thermal evaporation of a GaS single crystal has been used for the first time to passivate the GaAs surface， 
and to investigate the modification of B-doped diamond film surface by GaS and/or S.  The initial sぬge of the 
growth of GaS films on GaAs substrates and diamond film surfaces has been characterized by AES， LEELS， 
XPS， AFM， and PL. It has been found that GaAs is passivated by GaS films， and S-terminated diamond surface 
seems to possess PEA surface. 
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酸化物高温 超伝 導体 および ホウ 素炭化物超伝 導体の 超伝 導機構に関する研究
曹 世 勤
酸 化 物 高 温超 伝 導 体 の 超 伝 導 機 構 の 解 明 を 目 指 す 一 環 と し て Nd 1 - X Prx Ba2 CU3 0 7 - Y 系 お よ び NdBa2
(CU 1 - ZZnZ )  3 0 7 -Y 系 を 固相 反応法 に よ り 作製 し Nd の Pr 置換お よ び、 Cu の Zn 置 換 の 効果 を 熱伝導度 を 中 心
に ， 伝 導 の 散乱機構 に つ い て研究 を 行 っ た。 ま た， 酸化物高温超伝導体で も 見 ら れ る 超伝導 と 磁性 の 共存機
構 を 調 べ る こ と を 目 的 と し て ， 超伝導転移温度 と 磁気転移温度 の 相 関 を ホ ウ 素炭化物超伝導体 Erl - xDyxNi z 
B 2 C 系 お よ び、 H0 1 - xNdxNi 2 B 2 C 系 を 用 い て実験研究 を 行 っ た。
手首局所力 フによる 無侵襲長時間 連続血圧計測に関する 基礎的研究
陸
滑 明
手首で容積補償法 に よ り 無侵襲的 に 長時 間 連続血圧 を測定す る 方法 に つ き 理論的 (有限要素法) 及び実
験的 (光電容積振動法) に検討 し た 結果， ①手首で血圧 を 測定す る 場合 の 最 も 適切な部位 は 接骨 末端手掌側
で擦骨が最 も 突起 し た 部位 で あ る ， ② こ の 部位で正確 に 血圧 を 測定す る に は 手 首 の 直 径 の 1 13 か ら 112 の 正方
形局所 カ フ で十分で あ る ， ③ こ の 局所 カ フ を 用 い る と カ フ 末梢側で の 循環障害な く 容積補償法 に よ り 実用 的
な精度で連続血圧 を測定で き る 可能性が あ る こ と な ど が判 明 し た。
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